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本
稿
は
、
先
に
昭
和
五
十
六
年
に
刊
行
し
た
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
ー
藩
制
の
成
立
と
構
造
ー
』
（
藤
野
保
編

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

2
 

は

じ

め

目

に

は
じ
め
に

一
光
茂
の
登
湯
と
政
策
基
調

1

「
御
代
始
条
目
」
の
制
定

2

文
治
主
義
政
策
の
展
開

二
当
役
政
治
の
運
営
と
展
開

1

権
力
の
再
編
成
と
構
成

2

請
役
家
老
の
職
掌
と
機
能

三
支
配
機
構
の
整
備
と
連
用

1

蔵
入
支
配
の
強
化
と
算
用
（
以
上
、
本
号
）

2

地
方
支
配
機
構
の
整
備
（
以
下
、
次
号
）

四
家
臣
団
統
制
と
身
分
格
制

1

「
起
請
文
」
か
ら
「
誓
紙
」
へ

「
三
家
格
式
」
と
身
分
格
制
の
確
立

次

藤

野

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態
（

一

）

(
1
)
 

吉
川
弘
文
館
）
に
つ
づ
く

保
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究
明
し
て
い
る
。

ら
か
に
し
な
が
ら
、

い
わ
ゆ
る
文
治
主
義
政
策
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
如
る
え
と
と
も
に
、

「
葉
隠
」
成
立
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て

中
期
以
降
の
藩
政
改
革
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

(
2
)
 

『
続
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
ー
藩
政
改
革
と
明
治
維
新
ー
』
の
成
果
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
か
つ
巻
頭
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
考
察
の
対
象
は
、
直
茂
．
勝
茂
に
つ
づ
く
三
代
藩
主
光
茂
時
代
（
明
暦
三
年
？
元
禄
八
年
）
が
中
心
と
な
る
が
、
前
著
と
一

貫
し
た
継
続
性
を
も
た
せ
る
た
め
、
勝
茂
時
代
か
ら
考
察
を
は
じ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
政
治
組
織
の
基
本
形
態
と
政

治
運
営
の
基
本
原
則
が
確
立
・
展
開
し
て
い
く
、
ま
さ
に
両
者
の
相
関
分
析
を
通
じ
て
、
光
茂
時
代
11
佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
藩
制
の
構

造
•
特
質
を
解
明
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
ま
た
、
支
藩
統
制
と
「
―
―
一
家
格
式
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
前
著
に
お
い
て
詳
述
し
た

が
、
こ
れ
は
光
茂
の
重
要
政
策
の
一
部
を
構
成
す
る
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
も
必
要
限
度
叙
述
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
光
茂
の
政
策
の

全
貌
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
三
家
格
式
」
の
歴
史
的
位
置
を
確
認
し
、

さ
ら
に
支
配
機
構
の
整
備
お
よ
び
身
分
格
制
の
確
立
と

と
こ
ろ
で
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
光
茂
時
代
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
支
藩
統
制
と
世
禄
制
の
実
施
お
よ
び
殉
死
の
禁
の
二
点
に
代
表
さ

(
3
)
 

れ
る
文
治
主
義
政
策
に
つ
い
て
論
及
す
る
に
と
ど
ま
り
、
光
茂
時
代
の
政
策
の
全
貌
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
事
象
を
関
連

把
握
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
佐
賀
藩
制
の
確
立
・
展
開
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
作
業
は
、
未
だ
な
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

佐
賀
藩
制
確
立
の
明
確
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
か
つ
確
立
期
に
内
在
す
る
矛
盾
の
展
開
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
光
茂
の
施
政
方
針
と
も
い
う
べ
き
「
御
代
始
条
目
」
の
考
察
か
ら
は
じ
め
、
そ
こ
で
の
政
策
基
調
を
明

つ
い
で
考
察
は
、
勝
茂
時
代
に
確
立
・
定
着
し
た
当
役
政
治
の
運
営
と
展
開
に
向
け
ら
れ
る
。
佐
賀
藩
に
お
い
て
は
、
藩
主
と
執
政
と

が
逆
現
象
を
き
た
し
、
竜
造
寺
時
代
に
お
け
る
鍋
島
執
政
体
制
よ
り
鍋
島
時
代
に
お
け
る
竜
造
寺
執
政
体
制
へ
移
行
・
変
化
す
る
な
か
で
、

竜
造
寺
一
門
が
交
代
で
当
役
（
請
役
家
老
）
に
就
任
す
る
と
い
う
政
治
運
営
の
基
本
原
則
が
成
立
す
る
が
、
他
方
、
藩
初
以
来
創
出
さ
れ

の
関
連
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

- 338 -



た
鍋
島
一
門
の
藩
政
上
に
お
け
る
地
位
の
強
化
が
、
当
役
政
治
の
運
営
と
展
開
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
か
、
竜
造
寺
執
政
体
制
と
の

関
連
で
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
結
果
、
光
茂
時
代
に
至
っ
て
、
は
じ
め
て
鍋
島
一
門
（
白
石
鍋
鳥
家
）
の
請
役
家
老
が
実
現
し
、
こ
れ
ま
で

の
政
治
運
営
の
基
本
原
則
が
変
化
し
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
い
わ
ば
鍋
島
・
竜
造
寺
一
門
の
連
立
内
閣
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
光
茂
中
期
の
寛
文
末
年
か
ら
再
び
竜
造
寺
執
政
体
制
が
復
活
し
、
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
の
精
神
へ
の
復
帰
が
意
図
さ
れ
る
。

そ
れ
は
佐
賀
藩
の
政
治
運
営
と
政
治
組
織
に
如
何
な
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
か
、
政
務
運
営
の
中
枢
を
な
す
請
役
家
老
の
職
掌
と
機
能
に

つ
い
て
、
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
す
る
と
と
も
に
、
領
国
に
お
け
る
知
行
配
分
が
確
定
し
た
後
の
蔵
入
地
の
経
営
と
算

用
に
つ
い
て
、
そ
こ
で
の
管
理
体
制
と
蔵
入
算
用
に
お
け
る
請
役
家
老
の
機
能
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
は
佐
賀
藩
中
期
に

お
け
る
支
配
機
構
の
整
備
を
究
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
文
治
主
義
政
策
の
具
体
的
内
容
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
光
茂
時
代
に
お
け
る
政
治
組
織
、
と
く
に
地
方
支
配
機
構
は
、
そ
の
晩
年
11
貞
享
か
ら
元
禄
期
に
か
け
て
整
備
さ
れ
る
が
、

こ
こ
で
も
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
と
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
、
法
令
制
定
の
順
に
し
た
が
っ
て
考
察
し
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
地
方
行
政
機
構
が

如
何
に
整
備
し
た
か
、
各
職
制
別
に
専
任
奉
行
の
機
能
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
は
い
っ
て
み
れ
ば
、
法
の
制
定
が
勝
茂
時

代
の
マ
ン
ー
ツ
ー
マ
ン
か
ら
マ
ン
ー
ツ
ー
ビ
ュ
ー
ロ
ー
ク
ラ
シ
ヘ
の
変
化
で
あ
り
、
こ
の
期
に
専
任
の
奉
行
と
職
制
が
設
置
さ
れ
て
、
地

方
行
政
機
構
の
分
化
と
機
能
的
な
進
化
が
す
す
み
、
階
層
的
な
行
政
系
統
が
整
序
化
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
佐
賀
藩
制
機
構
の
確
立
は
、

光
茂
晩
年
の
貞
享
・
元
禄
期
に
求
め
ら
れ
る
。
天
和
一
一
一
年
に
お
け
る
「
三
家
格
式
」
の
制
定
は
、
単
に
佐
賀
藩
に
お
け
る
身
分
制
秩
序
の

確
立
を
志
向
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
体
的
に
藩
制
機
構
の
整
備
・
確
立
を
招
来
し
た
の
で
あ
り
、
「
三
家
格
式
」
制
定
の
意
義
は
、
ま
さ

に
こ
の
点
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
光
茂
の
文
治
主
義
政
策
に
も
と
づ
く
藩
制
機
構
の
整
備
と
階
層
的
な
行
政
系
統
の
整
序
化
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
家
臣
団
統
制

の
強
化
と
組
織
の
整
備
、
お
よ
び
家
臣
団
構
成
に
お
け
る
身
分
格
制
の
重
視
と
階
層
秩
序
の
確
立
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
本
稿
の
最
後
に

家
臣
団
統
制
と
身
分
格
制
の
一
項
を
設
け
た
所
以
は
、
そ
こ
に
あ
る
。

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態
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佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

「
三
家
格
式
」
の
制
定
と
な
っ
て
、
三
支
藩
は
完
全

そ
こ
で
は
、
藩
主
と
家
臣
団
と
の
主
従
制
原
理
が
確
定
し
た
幕
藩
制
下
の
佐
賀
藩
に
お
い
て
、
盛
ん
に
起
請
文
が
提
出
さ
れ
た
理
由
を

そ
こ
に
示
さ
れ
た
「
在
佐
賀
」
・
登
城
に
よ
る
藩
政
協
力

へ
の
誓
約
は
、
三
支
藩
を
は
じ
め
万
石
以
上
の
大
配
分
を
包
摂
す
る
佐
賀
藩
の
構
造
特
質
に
由
来
す
る
こ
と
を
究
明
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

主
従
制
と
集
権
性
を
維
持
し
、
家
臣
団
に
対
す
る
統
制
強
化
を
意
図
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
と
は
う
ら
は
ら
に
支
藩
家
中
の
在
郷
が
進
行
し
、

そ
の
結
果
、

に
本
藩
の
統
制
下
に
お
か
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
、
蔵
入
地
に
対
す
る
管
理
体
制
の
強
化
と
地
方
行
政
機
構
が
整
備
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
並

行
し
て
、
家
臣
団
組
織
は
如
何
に
整
備
さ
れ
、
身
分
制
秩
序
は
如
何
に
確
立
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
、
最
後
に
、
鍋
島
一
門
を
中
心
と

す
る
「
親
類
」
層
の
分
析
と
、
「
着
到
帳
」
・
「
組
着
帳
」
の
考
察
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
。

そ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
着
到
帳
」
に
み
ら
れ
た
身
分
格
制
に
よ
る
家
格
序
列
と
石
高
順
に
よ
る
階
層
秩
序
の
矛
盾
を
止
揚
し
な
が

ら
全
家
臣
団
を
石
高
順
に
記
載
し
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
階
層
秩
序
の
確
立
を
志
向
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
家
臣
団
構
成
の
中
核
を

な
す
諸
組
の
構
成
が
、
臨
戦
体
制
を
中
心
と
す
る
組
構
成
11
家
臣
団
編
成
か
ら
、
平
和
時
の
組
構
成
11
家
臣
団
編
成
に
変
化
し
た
事
実
を

明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
支
配
体
制
の
強
化
や
政
治
組
織
の
整
備
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

こ
う
し
た
光
茂
の
鍋
島
一
門
の
強
化
と
身
分
制
秩
序
確
立
の
方
向
は
、
四
代
藩
主
綱
茂
の
元
禄
十
二
年
、
鍋
島
一
門
と
竜
造
寺
四
家
と

の
間
に
身
分
秩
序
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
立
す
る
。
佐
賀
藩
に
お
け
る
支
配
体
制
で
あ
り
、
身
分
格
制
で
あ
る
一
一
一
家
・
親
類
・
親

類
同
格
・
家
老
・
着
座
体
制
の
確
立
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
佐
賀
藩
に
お
け
る
基
本
体
制
確
立
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
、

合
わ
せ
て
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
佐
賀
藩
政
史
研
究
の
前
提
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

【註】
(
1
)

『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
ー
藩
制
の
成
立
と
構
造
ー
』
に
お
け
る
筆
者
の
分
担
執
筆
項
目
は
、
前
編
「
藩
制
成
立
前
史
」
の
第
二
章
第
一
節
の
「
竜

造
寺
領
国
の
形
成
過
程
」
と
第
二
節
の
「
竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
」
、
お
よ
び
本
編
「
藩
制
の
成
立
と
構
造
」
の
第
一
章
「
鍋
島
佐
賀
藩
の
成
立
」

解
明
し
な
が
ら
、
近
世
起
請
文
の
特
色
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
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の
第
一
節
「
竜
造
寺
・
鍋
島
両
氏
と
公
儀
権
力
」
と
第
二
節
「
佐
賀
本
藩
と
一
二
支
藩
の
成
立
」
、
さ
ら
に
同
第
二
章
「
鍋
島
佐
賀
藩
の
構
造
」
の

第
一
節
「
政
治
過
程
お
よ
び
政
治
形
態
」
の
五
項
目
で
あ
る
。

(
2
)

本
稿
は
『
続
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
ー
藩
政
改
革
と
明
治
維
新
ー
』
の
第
一
章
「
佐
賀
藩
中
期
の
政
治
と
社
会
」
の
第
一
節
「
光
茂
の
改
革
と
文
治

政
治
の
展
開
」
の
項
目
に
相
当
す
る
。

(
3
)

そ
れ
は
『
佐
賀
県
史
』
中
巻
（
近
世
編
）
に
代
表
さ
れ
、
『
佐
賀
市
史
』
第
二
巻
（
近
世
篇
）
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
は
文
部
省
科
学
研
究
費
（
総
合
研
究W
)
に
よ
る
「
佐
賀
藩
の
総
合
的
研
究
」
（
代
表
藤
野
保
、
昭
和
四
十
九
•
五
十
年
の
両
年
度
に

わ
た
り
交
付
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
り
、

(
1
)
で
述
べ
た
諸
論
文
に
つ
づ
い
て
第
六
稿
の
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。

光
茂
の
登
場
と
政
策
基
調

「
御
代
始
条
目
」
の
制
定

慶
長
十
二
年
、
竜
造
寺
本
家
の
高
房
と
そ
の
父
政
家
の
死
亡
を
契
機
に
、
竜
造
寺
氏
の
家
督
を
相
続
し
、
名
実
と
も
に
鍋
島
佐
賀
藩
を

(
1
)
 

成
立
せ
し
め
た
勝
茂
（
二
代
）
は
、
そ
の
晩
年
慶
安
・
明
暦
段
階
に
お
い
て
、
総
合
藩
法
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
を
制
定
し
、
政
治
組
織
の
基

(
2
)
 

本
形
態
と
政
治
運
営
の
基
本
原
則
を
確
立
す
る
一
方
、
家
臣
団
の
分
限
帳
「
着
到
帳
」
を
作
成
し
、
鍋
島
一
門
を
頂
点
と
す
る
家
臣
団
の

(
3
)
 

家
格
序
列
を
確
定
す
る
と
と
も
に
、
石
高
表
示
を
四
ツ
成
に
統
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
の
操
作
に
よ
っ
て
表
現
す
る
知
行
高
と
実
際

の
収
納
高
で
あ
る
物
成
高
の
変
動
性
に
終
止
符
を
打
ち
、

念
に
耶
応
せ
し
め
な
が
ら
、
家
臣
団
の
階
層
秩
序
を
確
立
し
、
明
暦
一
一
一
年
三
月
、
治
世
五

0
年
を
へ
て
、
七
八
歳
の
高
齢
を
も
っ
て
死
亡

(
4
)
 

し
た
。

(
5
)
 

こ
う
し
て
、
佐
賀
藩
は
、
勝
茂
の
嫡
子
忠
直
の
早
世
に
よ
っ
て
、
孫
の
光
茂
が
二
六
歳
で
三
代
藩
主
に
就
任
し
、
壮
年
の
藩
主
の
も
と

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

で
新
し
い
段
階
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

ー

か
つ
両
者
を
併
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
行
概
念
を
佐
賀
藩
特
有
の
物
成
概
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く
事

定

(
6
)
 

明
暦
四
年
（
万
治
元
）
五
月
、
光
茂
は
、
新
藩
主
の
施
政
方
針
と
も
い
う
べ
き
「
御
代
始
条
目
」
を
発
布
し
た
。
ま
ず
第
一
条
に
お

一
今
度
我
等
儀
、
段
々
恭
以

上
意
、
長
崎
御
番
迄
不
相
替
被

仰
付
、
恭
次
第
、
面
目
不
過
之
事
二
候
、
然
者
、
第
一
至

抽
御
奉
公
、
長
崎
表
之
儀
ハ
不
及
申
、
其
外
二
も
相
替
俵
有
之
時
之
埋
草
二
も
相
成
覚
悟
肝
要
二
候
、
長
崎
御
番
ハ
在
陣
同
然
之
儀

ニ
候
ヘ
ハ
、
矢
合
無
之
迄
之
事
候
、
不
可
油
断
俊
二
候
へ
共
、
指
当
掛
一
命
候
儀
、
当
分
無
之
事
二
候
ヘ
ハ
、
万
一
若
キ
輩
、
緩
ニ

成
候
て
ハ
役
二
不
立
事
候
、
弥
右
之
餃
俊
候
而
、
常
々
相
嗜
尤
候
、
左
候
ヘ
ハ
、
無
油
断
、
馬
究
・
弓
鉄
砲
之
究
等
可
被
申
付
事
、

と
し
、
公
儀
へ
の
奉
公
を
第
一
と
し
て
、
「
長
崎
御
番
」
を
全
う
す
る
た
め
、
油
断
な
く
馬
究
・
弓
鉄
砲
究
に
励
む
よ
う
訓
令
し
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
「
長
崎
御
番
」
と
は
、
島
原
の
乱
後
の
寛
永
十
九
年
、
佐
賀
藩
が
幕
府
か
ら
課
せ
ら
れ
た
特
殊
軍
役
と
し
て
の
長
崎

(
7
)
 

警
備
（
長
崎
御
番
役
）
の
こ
と
を
い
う
。
こ
う
し
て
、
佐
賀
藩
は
、
翌
寛
永
二
十
年
か
ら
、
福
岡
藩
と
一
年
交
代
で
長
崎
警
備
に
あ
た
っ
た

(
8
)

（

9
)
 

が
、
勝
茂
晩
年
の
慶
安
二
年
、
長
崎
港
口
の
戸
町
に
長
崎
番
所
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
深
堀
を
知
行
所
と
す
る
深
堀
鍋
島
氏
は
、
独
自

に
深
堀
山
頂
と
高
島
に
遠
見
番
を
置
き
、
の
ち
香
焼
島
・
沖
島
・
伊
王
島
・
高
島
・
脇
津
の
五
カ
所
に
遠
見
番
を
設
置
し
て
、
長
崎
警
備

(10) 

に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。
光
茂
が
「
長
崎
御
番
ハ
在
陣
同
然
」
と
意
識
し
た
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
っ
た
。

(11) 

光
茂
は
、
「
御
代
始
条
目
」
の
発
布
に
先
立
ち
、
明
暦
四
年
四
月
、
七
カ
条
か
ら
な
る
長
崎
警
備
規
定
を
制
定
し
て
い
る
。

一
異
国
船
、
若
於
着
岸
者
、
従
公
俊
兼
而
被

可
有
相
違
事

一
於
長
崎
、
自
然
火
事
其
外
何
事
か
有
之
時
之
為
候
条
、
毎
夜
番
船
を
出
置
、
勤
番
可
仕
候
、
白
昼
之
儀
者
、
至
其
節
番
船
を
差
出
へ

口
上

い
て
、 佐

賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

仰
渡
候
趣
、
全
可
奉
守
其
旨
候
、
此
外
於
長
崎
表
、
従
前
々
御
法
度
之
条
々
、
是
又
不

公
儀
、
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事

明
暦
四
年

了
右
き
り
し
た
ん
之
族
、
小
船
二
而
陸
地
江
上
像
も
可
有
之
候
条
、
嶋
々
番
之
者
不
依
、
夜
白
二
緩
七
存
間
敷
事

一
西
泊
・
戸
町
・
深
堀
嶋
々
井
長
崎
蔵
番
之
者
、
於
長
崎
町
中
、
妄
不
可
遊
行
、
不
叶
用
所
之
時
者
、
其
所
之
頭
人
手
形
を
取
可
罷
出

一
博
突
井
遊
山
・
見
物
可
禁
制
事

一
喧
咄
口
論
堅
可
為
停
止
事

一
押
買
狼
籍
可
禁
止
事

右
之
条
々
、
守
其
旨
、
万
不
作
法
之
儀
無
之
様
、
其
メ
不
可
有
油
断
者
也

卯
月
八
日

（
神
代
茂
貞
）

鍋
島
中
務
と
の

（
深
堀
茂
里
）

鍋
島
志
摩
と
の

（姉
JlI
茂
泰
）

鍋
島
縫
殿
と
の

（
納
富
正
純
）

鍋
島
監
物
と
の

（
旧
松
浦
）
（
紀
・
孝
記
）

有
田
勘
解
由

（
伊
万
里
教
澄
）

鍋
島
隼
人
と
の

（
種
世
）

鍋
島
六
左
衛
門
と
の

丹
後
守
御
判

光
茂
は
、
襲
封
に
際
し
、
ま
ず
第
一
に
長
崎
警
備
規
定
を
制
定
し
、
異
国
船
警
固
・
キ
リ
シ
タ
ン
取
締
り
を
厳
重
に
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
「
御
代
始
条
目
」
の
第
一
条
に
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
宛
人
は
一
一
一
家
（
三
支
藩
11
小
城
・
蓮
池
・
鹿
島
）
・
親
類
（
白
石
鍋
島
・
川
久
保

神
代
）
・
竜
造
寺
一
門
（
諫
早
・
武
雄
・
多
久
・
久
保
田
村
田
・
須
古
）
に
つ
ぐ
佐
賀
藩
の
重
臣
で
、
光
茂
時
代
以
降
、
そ
の
ほ
と
ん
と
が
家
老

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態
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と
し
て
、
幼
少
の
者
に
跡
職
相
続
を
認
め
、
そ
の
た
め
勤
役
不
可
能
な
場
合
は
、

・
着
座
と
な
り
、
藩
政
各
局
の
実
務
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
る
。

一
門
中
よ
り
勤
め
る
よ
う
措
置
し
、
与
（
組
）
替
え
の

さ
て
、
光
茂
は
、
「
御
代
始
条
目
」
の
第
二
条
に
お
い
て
、
「
国
家
之
政
」
を
説
き
、
勝
茂
が
制
定
し
た
仕
置
を
「
後
学
之
鑑
」
と
し
、

武
士
に
は
奉
公
・
忠
義
を
求
め
な
が
ら
、
如
睦
甲
冑
の
心
得
を
示
し
、
町
人
・
百
姓
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生
業
に
励
む
よ
う
教
論
し
た
。
さ

ら
に
第
三
条
で
口
事
沙
汰
の
公
乎
、
第
四
条
で
咎
人
致
議
の
心
得
、
第
五
条
で
金
銀
過
代
の
処
置
を
示
し
、
第
六
条
で
は
、

（職）

一
先
様
跡
職
之
支
、
幼
少
二
候
共
、
不
相
替
可
申
付
と
存
候
、
其
子
細
ハ
、
年
寄
迄
抽
奉
公
、
加
増
申
付
候
而
も
、
家
督
申
付
候
刻
、

減
候
ハ
ヽ
、
已
来
年
寄
す
ヽ
｀
‘
、
か
ね
可
申
候
、
其
身
加
増
申
候
て
も
、
子
孫
へ
可
遣
と
社
可
願
事
二
候
、
兎
角
一
度
取
せ
候
知
行
・

切
米
之
儀
、
咎
無
之
処
、
家
督
申
付
候
節
減
候
儀
、
如
何
二
存
候
事

付
、
弓
節
有
之
時
、
幼
少
之
子
二
而
、
其
役
勤
か
ね
候
ハ
ヽ
、
其
時
計
一
門
中
¢
役
儀
相
勤
候
様
二
可
申
付
、
依
之
、
与
ハ
代
々

相
替
儀
も
可
有
之
事

可
能
性
を
示
唆
し
た
。
さ
ら
に
第
七
条
で
は
奉
公
を
抽
ん
ず
る
者
の
立
身
の
手
段
を
講
じ
、
最
後
に
第
八
条
で
は
町
人
・
百
姓
の
点
役
改

正
を
指
示
し
た
の
で
あ
る
。
(12) 

光
茂
幼
少
時
の
性
格
・
素
行
と
は
う
ら
は
ら
に
、
施
政
の
内
容
は
、
勝
茂
の
後
継
者
1
1
佐
賀
藩
藩
主
と
し
て
当
を
え
た
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
儒
教
的
な
仁
政
思
想
に
も
と
づ
く
文
治
主
義
精
神
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
光
茂
の
政
策
の
基
調
を
な
す

も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
佐
賀
藩
政
は
、
こ
れ
を
基
調
に
展
開
す
る
。
な
お
、
こ
う
し
て
光
茂
が
は
じ
め
た
「
御
代
始
条
目
」
は
、
そ
の

(13) 

後
継
承
さ
れ
、
歴
代
藩
主
は
襲
封
に
際
し
「
御
代
始
条
目
」
を
発
布
す
る
の
が
慣
列
と
な
っ
た
。

重
要
な
こ
と
は
、
「
御
代
始
条
目
」
の
宛
人
で
あ
り
、
そ
れ
は
即
麟
暉
犀
．
神
代
繹
腿
．
多
久
虹
臼
．
即
い
麟
麟
．
多
久
騎

t
．
諫
早

豊
前
・
鍋
島
主
水
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
竜
造
寺
四
家
の
な
か
で
は
須
古
鍋
島
家
が
落
ち
、
多
久
家
は
茂
辰
・
茂
矩
父
子
が
登
場
し
て
い

る
が
、
勝
茂
八
男
の
直
弘
（
白
石
鍋
島
）
に
つ
づ
い
て
、
勝
茂
―
―
男
の
直
長
が
第
二
位
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
直
長
は
、
少
弐
氏
の
後

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態
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(15) 

と
し
て
、
追
腹
（
殉
死
）
を
禁
止
し
た
。

裔
関
家
の
遺
領
を
相
続
し
た
う
え
に
、
明
暦
元
年
、
神
代
家
の
養
子
と
な
っ
て
、
そ
の
遺
領
を
合
わ
せ
相
続
し
た
も
の
で
、
明
暦
一
一
年
の

島
家
に
つ
ぐ
神
代
家
（
川
久
保
神
代
）
の
登
場
に
よ
っ
て
幕
開
け
し
、
前
述
し
た
長
崎
警
備
規
定
の
宛
人
と
な
っ
た
階
層
の
家
臣
団
に
よ
っ

光
茂
の
文
治
主
義
政
策
は
、
前
述
し
た
「
御
代
始
条
目
」
の
第
六
条
に
お
い
て
、
幼
少
の
者
に
跡
職
相
続
を
認
め
た
点
に
現
わ
れ
て
い

る
が
、
具
体
的
に
は
、
幼
少
の
者
の
跡
職
相
続
に
お
い
て
も
減
禄
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
佐
賀
藩
に
お
け
る
世
禄
制

の
成
立
を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
、
勝
茂
の
晩
年
に
確
立
し
た
家
臣
団
の
階
層
秩
序
は
、
世
禄
制
の
実
施
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
不
動
の
も

の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

家
格
序
列
の
う
え
で
は
直
弘
に
つ
い
で
第
二
位
を
占
め
て
い
る
。
光
茂
時
代
は
、

文
治
主
義
政
策
の
展
開

つ
い
で
寛
文
元
年
光
茂
は
、
直
弘
の
死
去
の
際
、
直
弘
の
家
臣
三
六
名
が
追
腹
の
相
談
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、

主
人
ノ
恩
ヲ
存
、
追
腹
可
仕
卜
申
合
ョ
シ
、
神
妙
ノ
至
リ
ナ
リ
、
然
ナ
カ
ラ
、
山
城
（
直
弘
1
1
筆
者
）
死
後
、
追
腹
ノ
者
共
付
副
可
居
ヤ
、

曽
テ
御
存
ナ
キ
支
也
、
右
ノ
者
共
ハ
覚
有
之
ヤ
、
覚
ナ
キ
ニ
於
テ
ハ
無
益
ノ
儀
ナ
リ
、
重
恩
ヲ
存
ナ
ラ
ハ
、
翁
介
（
直
弘
嫡
子
直
発
1
1
筆

者
）
幼
少
ノ
変
也
、
是
ヲ
取
立
、
家
相
続
致
候
様
、
翁
介
二
付
副
奉
公
仕
候
ハ
‘
‘

(14) 

ス
ノ
本
意
タ
ル
ベ
シ
（
下
略
）

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

山
城
二
至
リ
テ
ハ
報
恩
、
翁
介
二
至
テ
ハ
忠
ヲ
致

(16) 

佐
賀
藩
に
お
い
て
も
、
藩
初
以
来
殉
死
が
お
こ
な
わ
れ
、
元
和
四
年
、
藩
祖
直
茂
が
死
亡
し
た
際
は
―
二
人
、
明
暦
一
一
一
年
、
二
代
勝
茂

(17) 

の
死
亡
の
際
は
二
六
人
が
殉
死
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
本
藩
の
み
な
ら
ず
、
支
藩
や
大
配
分
で
も
み
ら
れ
、
承
応
三
年
、
支
藩

(18)

（

19) 

小
城
藩
祖
元
茂
が
死
亡
し
た
際
は
一

0
人
、
正
保
二
年
、
深
堀
に
知
行
所
を
も
つ
鍋
島
誼
茂
賢
の
死
亡
の
際
は
二
二
人
が
殉
死
し
て
い
る
。

2
 

て
、
藩
政
が
運
営
・
執
行
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
着
到
帳
」
で
は
、
三
支
藩
を
除
外
す
れ
ば
、

白
石
鍋
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【註】
(
1
)
 

常
朝
は
「
御
先
祖
様
御
仕
組
手
堅
く
候
故
、
大
本
は
動
き
申
さ
ず
候
。
不
調
法
な
る
こ
と
に
て
も
、
日
峯
様
（
直
茂
11
筆
者
）
．
泰
盛
院
様

(25) 

の
御
仕
置
御
指
南
、
上
に
も
下
に
も
守
り
候
時
は
、
諸
人
落
着
き
、
手
強
く
物
静
か
に
、
治
ま
り
申
す
事
に
候
」
と
し
て
、

藩
制
草
創
期
の
直
茂
．
勝
茂
時
代
へ
の
復
帰
を
嘱
望
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
光
茂
の
文
治
主
義
政
策
は
、
儒
教
思
想
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
光
茂
は
封
建
倫
理
や
身
分
制
秩
序

を
重
視
し
た
。
そ
れ
は
当
然
三
支
藩
を
は
じ
め
と
す
る
家
臣
団
統
制
の
強
化
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
検

討
す
る
こ
と
と
す
る
。

「
鳥
ノ
子
御
帳
」
（
「
鳥
栖
市
史
』
資
料
編
第
三
集
所
収
）
。

（
勝
茂
1
1
筆
者
）

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

儒
教
的
な
仁
政
思
想
に
立
脚
す
る
光
茂
は
、
直
弘
の
死
去
を
契
機
に
殉
死
を
禁
止
し
、
翌
寛
文
二
年
、
こ
れ
を
法
と
し
て
制
定
し
た
。
「
追

(20) 

腹
御
法
度
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
（
寛
文
三
年
）
五
月

『
葉
隠
』
に
よ
る
と
、
「
右
の
段
紀
州
様
聞
召
付
け
ら
れ
御
惑
心
、

(22) 

二
十
日
、
追
腹
御
停
止
の
段
、
公
儀
よ
り
仰
出
さ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
幕
府
は
同
年
五
月
、
「
武
家
諸
法
度
」
の
改
訂
を
め
ぐ
っ
て
評

(23) 

議
し
た
結
果
、
殉
死
の
禁
を
口
上
を
も
っ
て
発
表
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
に
殉
死
は
幕
命
を
も
っ
て
明
確
に
禁
止
さ
れ
た
。
た
だ
し
日
付

以
上
み
る
世
禄
制
の
実
施
と
殉
死
の
禁
止
は
、
光
茂
の
文
治
主
義
政
策
の
具
体
的
内
容
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
逆
に

光
茂
に
仕
え
御
書
物
役
を
勤
め
た
山
本
常
朝
に
「
葉
隠
」
を
生
ま
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
常
朝
は
『
葉
隠
』
の
な
か
で
、

追
腹
御
停
止
に
な
り
て
よ
り
、
殿
の
御
味
方
す
る
御
家
来
な
き
な
り
。
幼
少
に
も
家
督
相
立
て
ら
れ
候
に
付
て
奉
公
に
励
み
な
し
。
小

々
姓
相
止
み
候
に
付
て
、
侍
の
風
俗
悪
し
く
な
り
た
り
。
余
り
御
慈
悲
過
ぎ
候
て
、
奉
公
人
の
為
に
な
ら

f
即
（
下
略
）

と
し
て
、
殉
死
の
禁
止
や
世
禄
制
の
実
施
に
反
撥
し
、
慈
悲
も
極
端
に
過
ぎ
る
と
、
却
っ
て
武
士
の
奉
公
の
た
め
に
よ
く
な
い
と
説
い
た
。

は
五
月
二
十
三
日
で
あ
る
。

(21) 

彼
の
御
家
中
追
腹
御
法
度
成
さ
れ
候
」
と
し
、
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佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

(
2
)

「
泰
盛
院
様
御
印
帳
」
。

(
3
)

佐
賀
藩
に
お
け
る
知
行
高
表
示
は
、
明
暦
二
年
「
着
到
帳
」
（
泰
盛
院
様
御
印
帳
）
以
前
に
お
い
て
は
、
五
ッ
成
が
原
則
で
あ
り
、
か
つ
知
行
高

で
表
示
す
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
。

(
4
)

藤
野
保
「
佐
賀
藩
確
立
期
に
お
け
る
政
治
過
程
お
よ
び
政
治
形
態
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
四
号
）
・
同
編
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』

本
編
第
二
章
第
一
節
参
照
。

(
5
)

勝
i

戊
は
、
嫡
子
忠
直
の
死
後
、
当
時
四
歳
の
忠
直
の
嫡
子
光
茂
の
将
来
に
不
安
を
抱
き
、
忠
直
の
同
母
弟
（
母
高
源
院
）
で
あ
る
直
澄
（
勝
茂

五
男
）
に
家
督
を
相
続
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
忠
直
の
妻
恵
照
院
を
直
澄
に
再
嫁
せ
し
め
た
。
し
か
し
、
勝
茂
の
直
澄
家
督
相
続
の
案
は
、
小
城
鍋

島
家
の
元
茂
（
勝
茂
長
男
11
庶
子
）
や
多
久
安
順
の
強
い
反
対
に
よ
っ
て
実
現
せ
ず
、
結
局
鍋
島
家
の
家
督
は
光
茂
が
相
続
し
、
三
代
藩
主
と
な

っ
た
（
藤
野
保
「
佐
賀
藩
に
お
け
る
三
支
藩
の
成
立
過
程
」
日
〈
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
五
号
〉
参
照
）
。

(
6
)

「
光
茂
公
譜
考
補
」
一
、
「
蓮
池
鍋
島
家
文
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
一
四
巻
所
収
）
二
七
号
鍋
島
光
茂
代
始
条
目
、
「
白
石
鍋
島
家
文
書
」

（
『
同
』
一
五
巻
所
収
）
一
七
号
鍋
島
光
茂
代
始
条
目
写
。

(
7
)

「
勝
茂
公
譜
考
補
」
一

0
上
、
「
多
久
家
文
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
八
巻
所
収
）
二
三
七
号
鍋
島
勝
茂
書
状
。

(
8
)

「
勝
茂
公
譜
考
補
」
一

0
上。

(
9
)

「
勝
茂
公
譜
考
補
」
一

0
中。

(10)

「
勝
茂
公
譜
考
補
」
一

0
上。

(11)

「
光
茂
公
譜
考
補
」
一
。

(12)

幼
少
の
光
茂
は
性
格
・
素
行
に
と
か
く
問
題
が
あ
り
、
「
御
年
ハ
十
四
二
御
成
被
成
候
へ
共
、
兼
日
之
御
仕
形
、
十
ヲ
ノ
内
之
者
之
様
二
被
成

御
座
候
、
其
故
、
物
毎
お
と
な
け
の
御
心
少
も
無
御
坐
候
」
（
「
有
田
家
文
書
」
〈
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
一
四
巻
所
収
〉
六
一
号
某
覚
書
）
と
い
っ

た
有
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
葉
隠
』
に
は
、
光
茂
の
素
行
と
し
て
、
「
一
度
に
十
度
分
も
召
上
が
ら
れ
、
又
幾
日
も
召
上
が
ら
れ
ざ
る
條
も
御
座

候
。
常
体
の
御
生
付
に
て
こ
れ
な
し
と
、
取
沙
汰
仕
り
候
由
」
（
「
聞
書
」
第
五
五
三
九
条
）
と
あ
る
。

(13)

「
白
石
鍋
島
家
文
書
」
三
七
号
鍋
島
宗
茂
代
始
条
目
写
、
四
七
号
鍋
島
重
茂
代
始
条
目
写
。

(14)

「
光
茂
公
譜
考
補
」
二
。

(15)

「
光
茂
公
譜
考
補
」
二
。

(16)

「
直
茂
公
譜
考
補
」
一

0
。

(17)

「
勝
茂
公
譜
考
補
」
四
゜
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幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
佐
賀
藩
の
特
異
性
は
、
公
儀
権
力
の
介
入
に
よ
っ
て
、
藩
主
が
交
代
し
、
竜
造
寺
佐
賀
藩
か
ら
鍋
島
佐
賀
藩
に

移
行
・
変
化
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
執
政
体
制
は
、
こ
れ
と
は
う
ら
は
ら
に
、
鍋
島
執
政
体
制
か
ら
竜
造
寺
執
政
体
制
に
推
移

・
変
化
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
勝
茂
が
鍋
島
藩
政
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
慶
長
十
三
年
、
勝
茂
誕
生
前
の
直
茂
の
養
子
鍋
島
茂

里
（
横
岳
）
と
と
も
に
、
多
久
（
安
順
）
・
武
雄
（
茂
綱
）
・
須
古
（
信
昭
）
．
諫
早
（
直
孝
）
の
竜
造
寺
四
家
を
佐
賀
に
集
め
て
家
老
に
任
命

(
1
)
 

し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
成
立
期
の
鍋
島
佐
賀
藩
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
竜
造
寺
一
門
が
優
位
に
立
ち
、
そ
の
存
在
と
意
志
を
無
視

(
2
)
 

で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、
竜
造
寺
執
政
体
制
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
成
立
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
先
行
し
て
、
鍋
島
茂
里
・
同
生
三
（
姉
川
）
を
中
心

(
3
)
 

と
す
る
初
期
側
近
政
治
が
展
開
す
る
。
と
く
に
慶
長
十
五
年
茂
里
が
死
去
し
た
の
ち
は
、
初
期
藩
政
に
占
め
る
生
一
一
一
の
地
位
と
機
能
は
い

(
4
)
 

っ
そ
う
強
化
・
拡
大
さ
れ
、
藩
政
の
内
外
に
わ
た
っ
て
重
要
な
役
割
と
機
能
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
竜
造
寺
一
門
の
政
治
中
枢

(18) 

(19) 

(20) 

(21) 

(22) 

(23) 

(24) 

(25) 

ー

「
元
茂
公
御
年
譜
」
一

0。

『
葉
隠
』
聞
書
第
六
七
七
〇
条

『
葉
隠
』
聞
書
第
五
四
八
七
条
。

『
葉
隠
』
聞
書
第
五
四
八
七
条
。

『
葉
隠
』
聞
書
第
五
四
八
八
条
。

藤
野
保
『
新
訂
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
四
二
五
頁
。

『
葉
隠
』
聞
書
第
一
―
一
三
条
。

『
葉
隠
』
夜
陰
の
閑
談
。

当
役
政
治
の
運
営
と
展
開

権
力
の
再
編
成
と
構
成

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態
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(10) 

勝
茂
の
晩
年
に
制
定
さ
れ
た
総
合
藩
法
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
に
よ
る
と
、
当
時
（
承
応
元
年
）
の
「
家
老
」
（
当
役
1
1
都
合
メ
リ
心
遣
）
は
、

多
久
茂
辰
・
鍋
島
空
茂
和
・
諫
早
茂
真
の
三
名
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
か
に
「
他
方
え
之
連
判
」
（
連
判
家
老
）
と
し
て
、
鍋
島
餌
正
辰
・
鍋

島
畔
武
興
・
鍋
島
？
常
貞
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
当
役
の
職
制
は
、
上
使
お
よ
び
各
往
来
時
の
出
合
・
使
者
振
舞
お
よ
び
見
廻
・
ロ
事
沙

汰
お
よ
び
訴
訟
•
寄
合
•
他
方
へ
の
連
判
等
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
「
家
老
役
一
職
可
為
請
役
」
（
請
役
家
老
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

(11) 

た
連
判
家
老
は
、
口
事
沙
汰
お
よ
び
訴
訟
を
担
当
す
る
ほ
か
、
上
使
お
よ
び
使
者
飛
脚
を
応
接
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
勝
茂
の
晩
年
に
至
る
ま
で
、
竜
造
寺
執
政
体
制
そ
の
も
の
に
は
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
藩
制
機
構
の
整
備
と
行
政
諸

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

で
あ
る
。

へ
の
進
出
・
掌
握
と
う
ら
は
ら
の
関
係
を
た
も
ち
つ
つ
、
生
三
が
死
去
す
る
寛
永
初
年
ま
で
継
続
さ
れ
る
。

(
5
)
 

と
こ
ろ
が
、
公
儀
普
請
役
の
遂
行
か
ら
必
然
化
さ
れ
た
藩
財
政
窮
乏
の
打
開
策
を
、
竜
造
寺
四
家
の
協
力
（
元
和
三
部
上
地
）
に
求
め
た

と
こ
ろ
か
ら
、
竜
造
寺
四
家
を
首
脳
と
す
る
政
治
運
営
の
途
を
開
き
か
つ
定
着
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
竜
造
寺
一
門
を

藩
政
首
脳
と
す
る
政
治
運
営
の
路
線
確
立
は
財
政
問
題
と
密
接
な
関
連
を
も
ち
、
そ
の
な
か
か
ら
多
久
安
順
ー
茂
辰
を
首
班
と
す
る
当
役

(
6
)
 

政
治
が
確
立
す
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
鍋
島
藩
政
下
に
お
け
る
竜
造
寺
執
政
体
制
の
成
立
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
佐
賀
藩
に
お
い
て
は
、
寛
永
十
二
年
、
竜
造
寺
執
政
体
制
の
も
と
で
、
惣
仕
置
（
請
役
家
老
・
当
役
）
ー
相
談
役
と
い
う
政

治
中
枢
機
構
が
整
備
す
る
一
方
、
財
政
事
務
を
総
括
す
る
雑
務
方
の
蔵
方
頭
人
お
よ
び
大
横
目
の
制
度
が
整
備
し
た
。
さ
ら
に
蔵
入
方
に

お
け
る
財
政
運
営
の
機
構
と
制
度
が
整
備
し
、
年
間
予
算
の
編
成
と
と
も
に
、
決
算
仕
組
の
体
制
が
整
備
し
て
、
江
戸
・
大
阪
と
国
元
算

(
7
)
 

用
に
分
化
し
た
。

佐
賀
藩
に
お
い
て
は
、
当
役
政
治
の
成
立
に
よ
っ
て
、
蔵
入
・
家
中
の
惣
支
配
を
お
こ
な
う
強
力
な
権
限
が
当
役
（
請
役
家
老
）
に
集
中

(
8
)
 

し
た
が
、
多
久
茂
辰
は
財
政
問
題
の
失
敗
に
よ
っ
て
罷
免
と
な
り
、
後
任
の
当
役
に
、
同
じ
竜
造
寺
一
門
の
な
か
か
ら
鍋
島
紅
茂
網
が
選

ば
れ
た
。
こ
う
し
て
、
佐
賀
藩
に
お
い
て
は
、
竜
造
寺
一
門
が
交
代
で
当
役
に
就
任
す
る
と
い
う
政
治
運
営
の
基
本
原
則
が
成
立
し
た
の
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(14) 

と
同
時
に
光
茂
は
、
翌
万
治
二
年
着
座
の
座
位
を
定
め
た
。
「
光
茂
公
譜
考
補
」
第
一
に
、

勝
茂
公
御
代
二
着
座
卜
云
変
ナ
ク
、
長
袴
ノ
人
卜
云
テ
数
人
ア
リ
、
是
ヲ
当
年
（
ガ
治
二
年
11
筆
者
）
ヨ
リ
着
座
卜
被
名
付
、
座
位
ヲ
被

定
、
御
家
ノ
誓
詞
モ
着
座
切
二
被
仰
付
候
、
勝
茂
公
御
代
ニ
テ
ハ
、
御
親
類
・
御
家
老
ノ
外
べ
御
人
指
ニ
テ
御
家
誓
詞
指
上
候

(15) 

と
あ
る
。

勝
茂
時
代
の
長
袷
の
人
数
人
と
は
、
納
富
鍋
島
・
山
代
鍋
島
・
石
井
・
鍋
島
（
舎
人
系
）
•
岡
部
（
勝
茂
召
抱
ー
旗
本
伊
丹
重
好
嫡
子
）
家
を

指
し
、

か
れ
ら
が
万
治
二
年
着
座
と
な
っ
た
が
、
光
茂
は
新
た
に
多
久
―
―
一
家
（
茂
辰
次
男
安
胤
系
・
同
四
男
安
英
系
・
同
五
男
安
輝
系
）
・
坂
部

(16) 

•
岩
村
・
執
行
・
江
副
•
岡
部
（
分
家
利
政
系
）
家
を
着
座
と
し
た
。
着
座
と
は
藩
庁
の
座
に
つ
い
て
藩
政
に
参
与
す
る
と
い
う
意
味
を
も

(17)

こ
う
じ
ろ

ち
、
藩
政
各
局
の
実
務
を
担
当
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
光
茂
は
、
神
代
鍋
島
・
太
田
鍋
島
の
両
家
を
家
老
と
し
た
が
、
四
代
藩

(18) 

主
網
茂
（
元
禄
八
年
ー
宝
永
三
年
）
以
降
、
深
堀
鍋
島
•
姉
川
鍋
島
・
倉
町
鍋
島
の
三
家
が
家
老
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
横
岳
鍋
島
家
を
加
え

て
六
家
老
と
称
し
、
家
格
序
列
の
う
え
で
、
一
＿
一
家
・
親
類
の
次
位
に
位
置
し
た
。

要
す
る
に
、
光
茂
時
代
は
、
竜
造
寺
執
政
体
制
の
も
と
で
、
直
弘
（
白
石
鍋
島
）
・
直
長
（
神
代
）
等
鍋
島
一
門
の
登
場
・
進
出
と
と
も

長
が
拾
頭
す
る
。

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

役
の
分
化
に
よ
っ
て
、
と
く
と
請
役
家
老
と
連
判
家
老
の
職
務
の
分
化
に
よ
っ
て
、
当
役
は
一
職
請
役
と
い
う
形
で
一
一
一
名
の
交
代
勤
務
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
か
つ
て
国
元
諸
事
支
配
と
い
う
形
で
多
久
茂
辰
に
集
中
し
た
権
力
強
化
方
式
な
い
し
政
治
運
営
の
在
り
方

(12) 

が
変
化
し
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
定
着
・
固
定
化
し
た
竜
造
寺
執
政
体
制
の
形
式
化
を
招
来
し
た
の
で
あ
る
。

重
要
な
こ
と
は
、
藩
初
以
来
強
力
に
打
ち
出
さ
れ
鍋
島
一
門
の
創
出
・
強
化
に
よ
っ
て
、
藩
政
上
に
お
け
る
か
れ
ら
の
地
位
と
発
言
が

強
力
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
白
石
鍋
島
家
の
直
弘
は
、
借
銀
方
の
頭
人
に
任
じ
ら
れ
て
、
藩
財
政
に
つ
い
て
の
最
高
の
責(13) 

任
を
負
わ
れ
る
一
方
、
基
本
法
令
の
制
定
に
際
し
て
は
、
請
役
・
連
判
家
老
を
差
し
置
き
、
宛
人
の
巻
頭
に
記
載
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

く
ま
し
ろ

つ
づ
い
て
同
じ
鍋
島
一
門
の
神
代
直

光
茂
襲
封
直
後
の
「
御
代
始
条
目
」
の
宛
人
の
巻
頭
に
直
弘
が
登
場
す
る
所
以
は
、
こ
こ
に
あ
り
、
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而
不
被
仰
聞
人
ヘ
ハ
、
無
御
免
間
之
儀
、

口
外
仕
間
敷
事

(19) 

に
、
藩
政
の
実
務
が
着
座
層
に
移
行
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
が
、
寛
文
元
年
の
直
弘
の
死
は
、
こ
う
し
た
権
力
構
成
な
い
し
政

(20) 

寛
文
元
年
八
月
、
光
茂
は
神
代
直
長
・
多
久
茂
矩
．
諫
早
茂
真
・
鍋
島
空
戊
紀
・
鍋
島
畔
武
興
宛
に
「
手
頭
」
を
交
付
し
、

(21) 

の
権
力
構
成
を
確
定
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
神
代
直
長
は
家
老
に
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、
新
た
に
直
弘
の
嫡
子
直
発
を
請
役
家
老
と
し
、

直
長
は
寄
合
に
出
席
さ
せ
て
仕
置
を
担
当
せ
し
め
た
。
そ
し
て
、
新
た
に
諫
早
茂
真
・
鍋
島
畔
武
興
を
請
役
家
老
、
鍋
島
町
清
良
・
鍋
島

（

種

世

）

（

知

昌

）

（

通

宜

）

亨
正
純
を
家
老
談
合
人
（
相
談
役
）
と
し
、
鍋
島
六
左
衛
門
・
大
木
兵
部
を
大
目
付
に
任
命
し
た
。
さ
ら
に
翌
九
月
蔵
入
支
配
に
嬉
野
十

（
利
重
）

左
衛
門
を
命
じ
、
年
間
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
勝
屋
新
右
衛
門
・
石
田
三
郎
兵
衛
と
相
談
せ
し
め
て
目
録
を
作
成
さ
せ
、
請
役
家
(22) 

老
に
監
査
せ
し
め
た
。
ま
た
臨
時
・
超
過
支
出
に
つ
い
て
は
、
請
役
家
老
と
検
討
せ
し
め
、
請
役
家
老
の
手
形
を
も
っ
て
執
行
せ
し
め
た
。

こ
う
し
て
、
光
茂
時
代
に
至
っ
て
、
は
じ
め
て
鍋
島
一
門
の
請
役
家
老
が
実
現
し
た
。
そ
れ
は
竜
造
寺
一
門
が
交
代
で
請
役
家
老
に
就

任
す
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
運
営
の
基
本
原
則
の
変
化
を
意
味
し
た
。
白
石
鍋
島
家
の
請
役
家
老
就
任
が
、
こ
の
こ
と
を
象
徴
し

こ
う
じ
ろ

つ
づ
い
て
神
代
鍋
島
家
が
家
老

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
期
に
横
岳
鍋
島
家
が
連
判
家
老
か
ら
請
役
家
老
に
昇
進
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
、

(23) 

に
昇
格
す
る
。
執
政
体
制
に
占
め
る
鍋
島
一
門
の
勢
力
は
一
挙
に
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(24) 

寛
文
十
一
年
九
月
、
光
茂
・
網
茂
に
提
出
さ
れ
た
起
請
文
前
書
案
に
よ
る
と
、

一
御
出
陣
御
仕
組
之
儀
、
我
々
へ
被

枯
贔
辰
な
く
仕
配
可
仕
事

一
御
出
陣
仕
組
之
内
、
御
隠
密
之
儀
御
計
策
等
被
仰
聞
候
趣
、
親
子
兄
弟
た
り
共
、
柳
相
洩
間
敷
候
段
、
相
役
之
内
た
り
共
、
同
座
ニ

（
以
下
一
条
略
）

仰
付
候
上
ハ
、
第
一
五
人
致
潤
熟
、
御
為
宜
様
卜
相
調
候
ハ
て
不
叶
事
候
条
、
何
も
申
談
、
依

と
あ
る
。
「
五
人
」
と
は
神
代
直
長
・
鍋
島
明
直
発
・
多
久
茂
矩
．
諫
早
茂
真
・
鍋
島
立
茂
紀
の
諸
家
老
を
指
す
が
、
神
代
・
白
石
両
鍋
島

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

治
運
営
に
大
き
な
変
化
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

直
弘
死
後
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鍋
島
左
近

一
詰
衆
鍋
島
大
膳

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

（
神
代
鍋
島
嵩
就
）

弥
乎
左
衛
門

家
は
竜
造
寺
一
門
の
諸
家
老
と
と
も
に
、
佐
賀
藩
軍
役
の
中
核
を
な
す
出
陣
仕
組
に
つ
い
て
協
議
に
預
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
月

（
及
真
）
（
26
）

こ

う

し

ろ

岳

(25) 

の
寺
社
方
に
関
す
る
「
定
」
の
宛
人
は
、
竜
造
寺
四
家
の
ほ
か
鍋
島
横
武
興
・
鍋
島
紐
嵩
就
・
相
良
求
馬
と
な
っ
て
お
り
、
神
代
鍋
島
家

し
か
る
に
寛
文
十
二
年
と
推
定
さ
れ
る
九
月
十
三
日
付
の

f
釦
」
に
よ
る
と
、

（
相
良
及
真
）

求
馬

右
役
載
配
役

一
年
替
ニ
メ

一
請
役
之
儀
、
其
方
両
人
江
申
付
候
条
、
諸
事
遂
相
談
可
被
相
調
候
、
誠
二
乍
両
人
詰
候
儀
ハ
相
続
申
間
鋪
と
存
候
間
、

（
武
雄
茂
紀
）

勤
可
然
候
、
先
以
当
年
よ
り
ハ
若
狭
可
相
勤
候
、
同
役
二
申
付
候
上
ハ
、
非
番
之
者
も
折
々
罷
出
相
談
可
仕
候
、
差
宜
候
俊
ハ
、
家

（
マ
、
）

老
中
江
茂
如
跡
方
申
談
、
家
中
諸
侍
奉
公
之
進
退
、
其
外
下
々
至
迄
、
何
と
そ
作
法
能
様
二
物
毎
相
改
、
主
人
心
遣
可
被
仕
事

(28) 

と
あ
り
、
請
役
家
老
は
多
久
（
茂
矩
）
・
武
雄
（
茂
紀
）
両
家
と
な
り
、
直
長
（
神
代
）
・
直
発
（
白
石
鍋
島
）
は
相
談
役
と
な
っ
た
。

(29) 

延
宝
期
の
史
料
と
推
定
さ
れ
る
「
役
儀
覚
」
に
よ
る
と
、

（
多
久
茂
矩
）

長
門
（
武
雄
茂
紀
）

若
狭

右
病
気
等
無
之
時
ハ
、
何
も
毎
日
御
城
相
詰
、
国
家
之
御
用
相
調
、
若
両
人
之
内
当
病
之
時
ハ
、
今
一
人
万
相
調
、
差
立
た
る
事

ハ
、
後
日
二
其
趣
を
達
へ
し

一
家
老
役
井
請
役
方
へ
相
談
相
手
、
井
請
役
方
へ
存
寄
有
之
ハ
、
不
差
置
被
申
候
様

（
須
古
茂
俊
）

阿
波

一
右
同
断
、
毎
日
之
儀
諸
事
御
用
相
談

一
毎
日
登
城
御
傍
使

右
ハ
万
御
仕
置
方
為
見
聞
、
稽
古
毎
日
登
城
、
用
相
談
候
儀
可
承

小
川
舎
人

山
崎
蔵
人

木
下
五
兵
衛

一
請
役

副
役

相
良
家
の
家
老
役
就
任
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
左
衛
門
か

（
中
野
利
明
）

数
馬
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で
あ
る
。

一
毎
日
登
城
、
但
役
方
隙
有
之
節

倹
約
頭
人

（
マ
、
）

一
右
之
人
数
太
抵
毎
日
相
詰
御
仕
組
二
而
、
筋
々
之
用
所
其
役
／
~
令
相
談
達
候
事

（
以
下
七
条
略
）

と
あ
り
、
当
時
の
権
力
構
成
と
政
治
運
営
の
在
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
多
久
・
武
雄
両
家
が
請
役
家
老
、
相
良
求
馬
が
副
役
、

中
野
数
馬
外
一
名
が
載
配
役
、
神
代
鍋
島
・
須
古
鍋
島
両
家
が
相
談
役
と
な
っ
て
い
る
。
竜
造
寺
執
政
体
制
が
こ
こ
で
再
び
復
活
し
た
の

(30) 

こ
う
し
た
傾
向
を
い
っ
そ
う
強
め
た
の
が
貞
享
元
年
六
月
の
「
請
役
」
規
定
で
あ
る
。
こ
の
期
に
新
た
に
「
請
役
」
規
定
を
設
け
た
理

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

調
候

一
請
役
評
定
衆

年
行
司
役
一
人
;

算
用
究
頭
人

御
目
付

当
番

大

目

付

寺
社
奉
行

斎
藤
作
左
衛
門

石
田
安
左
衛
門

多
久
兵
庫

峠
紐
“
外
二
寄
人
と
両
人
程
か

右
ハ
当
病
差
合
等
無
之
時
ハ
登
城
、
乍
然
差
立
御
用
無
之
時
ハ
、
毎
日
不
及
罷
出
、
請
役
方
ガ
到
来
次
第
押
付
罷
出
、
御
用
可
相

但
御
蔵
頭
人
二
而
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営
と
い
う
長
年
の
伝
統
と
慣
習
に
も
と
づ
き
、

「
鳥
ノ
子
御
帳
」
の
精
神
へ
の
復
帰
が
、

定
衆
を
勤
め
て
い
る
。

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

（

勝

茂

）

（

マ

、

）

由
は
、
「
泰
盛
院
様
御
代
、
請
役
家
老
二
被
渡
置
候
鳥
子
帳
之
儀
、
其
時
代
と
当
時
者
、
依
事
相
替
儀
有
之
事
候
、
依
之
右
帳
之
以
、

覚
今
度
相
改
令
書
載
」
と
い
う
に
あ
っ
た
。
要
す
る
に
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
の
記
載
方
式
へ
の
復
帰
を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時

に
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
の
精
神
へ
の
復
帰
を
意
味
す
る
。

ま
ず
請
役
家
老
は
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
と
同
じ
く
「
都
合
メ
心
遣
」
と
な
り
、
多
久
茂
矩
・
鍋
島
虹
茂
紀
・
諫
早
茂
元
の
一
―
―
名
が
任
命
さ
れ

(31) 

た
。
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
の
請
役
家
老
と
同
じ
竜
造
寺
一
門
で
あ
る
。
「
請
役
井
江
戸
詰
、
其
方
共
一
―
一
人
江
申
付
候
事
」
と
あ
る
。
ま
た
請
役

手
伝
と
し
て
多
久
安
胤
・
深
堀
新
左
衛
門
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
多
久
安
胤
は
茂
矩
の
弟
で
家
格
は
着
座
、
延
宝
期
に
請
役
評

次
に
連
判
家
老
に
は
鍋
島
郷
茂
俊
・
鍋
島
畔
直
朗
・
鍋
島
郎
嵩
就
の
三
名
が
任
命
さ
れ
た
が
、
神
代
鍋
島
家
が
千
葉
鍋
島
家
と
入
れ
変

っ
た
ほ
か
ほ
、
こ
れ
ま
た
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
の
連
判
家
老
と
同
じ
で
あ
る
。
他
方
よ
り
の
使
者
見
廻
役
は
請
役
・
連
判
の
六
家
老
が
担
当

し
た
ほ
か
、
請
役
家
老
の
う
ち
多
久
茂
矩
と
鍋
島
立
茂
紀
は
相
良
求
馬
・
鍋
島
九
左
衛
門
と
と
も
に
宗
門
改
役
を
も
担
当
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
光
茂
時
代
も
後
期
に
な
る
と
、
竜
造
寺
執
政
体
制
が
復
活
・
定
着
し
た
。
「
請
役
」
規
定
は
、
そ
の
後
貞
享
四
年
九
月

(32)

（33) 

に
も
設
け
ら
れ
た
が
、
そ
こ
で
も
竜
造
寺
執
政
体
制
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
勝
茂
晩
年
に
お
け
る
実
際
の
政
務
運
営
の
発
展
の

う
え
に
、
襲
封
間
も
な
く
鍋
島
一
門
の
請
役
家
老
を
実
現
し
た
光
茂
も
、
後
期
に
な
る
と
、
竜
造
寺
一
門
を
中
心
と
す
る
佐
賀
藩
政
の
運

再
び
竜
造
寺
執
政
体
制
を
復
活
・
定
着
し
た
。

こ
の
こ
と
を
決
定
づ
け
た
。
む
し
ろ
、
光
茂
の
鍋
島
一
門
の
重
視
は
、
親
類
層
の
強
化
と
家
格
序
列
に
現
わ
れ
て
い
く
が
、
そ
れ
は
封
建

的
倫
理
や
身
分
制
秩
序
を
重
視
す
る
光
茂
の
文
治
主
義
政
策
の
当
然
の
現
わ
れ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
四
代
藩
主

網
茂
の
鍋
島
一
門
を
頂
点
と
す
る
身
分
格
制
の
確
立
へ
と
発
展
す
る
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
貞
享
元
年
六
月
の
「
請
役
」
規
定
に
よ
っ
て
、
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
と
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
政
務
運
営

の
中
枢
を
な
す
請
役
家
老
の
職
掌
と
機
能
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

畢
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「
上
使
井
大
名
衆
領
中
往
来
之
仕
組
」
・
「
長
崎
御
番
付
而
之
手
頭
」
の
四
部
門
よ
り
構
成
さ
れ
、
全
六
巻
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
鳥
ノ
子
御
帳
」

(34) 

の
第
六
巻
に
相
当
す
る
。

ま
ず
、
「
総
論
」
の
部
分
の
第
一
・
第
二
条
に
お
い
て
、
請
役
（
都
合
メ
心
遣
11
多
久
茂
矩
・
鍋
島
守
戊
紀
・
諫
早
茂
元
）
・
連
判
（
鍋
島
肛
茂

俊
・
鍋
島
畔
直
朗
・
鍋
島
叩
嵩
就
）
家
老
を
記
載
し
た
の
ち
、
第
三
条
以
下
に
お
い
て
、
請
役
家
老
の
職
掌
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い

る。
(
3
)
 
一
宗
門
改
之
儀
、
従

富）島
九
左
衛
門
申
付
候
条
、
隔
年
ニ
メ
弥
無
迦
可
相
勤
事

(
4
)
 
一
上
使
井
大
名
衆
往
来
之
事

(5) 
一
従
他
方
之
使
者
・
飛
脚
之
事

(
6
)
 
一
口
事
沙
汰
井
訴
訟
等
相
改
之
事

(7) 
一
毎
月
寄
合
之
事

(8) 
一
長
崎
御
番
付
而
之
事

(
9
)
 
一
隣
国
聞
合
井
取
合
之
事

(10) 
一
諸
役
者
井
諸
番
之
事

(11) 
一
諸
触
之
事

(12) 
一
公
私
諸
御
掟
・
諸
法
度
之
筋
背
候
者
、
相
祉
候
事

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

貞
享
元
年
六
月
の
「
請
役
」
規
定
は
、

2
 
請
役
家
老
の
職
掌
と
機
能

請
役
・
連
判
家
老
の
構
成
と
職
掌
を
規
定
し
た
「
総
論
」
の
部
分
と
「
使
者
・
飛
脚
仕
組
」
．

（

多

久

茂

矩

）

（

武

雄

茂

紀

）

（

納

公
儀
別
而
被
入
御
念
、
毎
度
被
御
出
儀
候
ヘ
ハ
肝
要
之
事
候
、
因
妓
都
合
長
門
・
十
左
衛
門
井
相
良
求
馬
・
鍋
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佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

(13) 
一
家
督
跡
式
・
養
子
縁
辺
之
事

(14) 
一
境
目
井
諸
番
所
改
之
事

(15) 
一
他
領
江
出
候
女
・
切
手
之
事

(16)
（
本
丸
・
ニ
之
丸
・
三
之
丸
）

―
―
―
一
方
之
門
内
江
入
候
他
領
之
者
之
儀
者
、
従
年
行
司
相
改
、
請
役
家
老
承
届
、
提
札
可
相
渡
事

(17) 
一
寺
社
江
名
代
申
付
候
事

(18) 
一
不
時
諸
役
之
事

(19) 
一
江
戸
・
京
・
大
坂
・
下
開
•
長
崎
、
其
外
諸
用
之
事

(20) 
一
寺
井
置
船
之
事

(21)

（
請
役
家
老
）

一
近
年
遣
方
令
不
足
、
内
証
差
閥
候
付
而
、
我
等
立
入
方
致
簡
略
、
蔵
方
頭
人
・
其
外
役
者
共
江
も
申
付
候
条
、
其
方
共
も
弥
以
諸
事

(35) 

減
少
有
之
様
、
心
遣
尤
候
事

右
に
み
る
規
定
に
よ
れ
ば
、
請
役
家
老
の
職
掌
は
、
宗
門
改
(
3
)
を
は
じ
め
と
し
て
、
上
使
・
大
名
衆
往
来
時
の
振
舞

(
4
)
、
使
者
・

飛
脚
の
振
舞
お
よ
び
見
廻

(
5
)
、
長
崎
御
番

(
8
)
、
隣
国
と
の
交
渉

(
9
)
な
ど
、
対
幕
府
・
対
諸
藩
と
の
対
応
・
交
渉
の
ほ
か
、
国
内
の

政
務
に
お
い
て
は
、
口
事
沙
汰
．
訴
訟
改
(
6
)
、
寄
合
へ
の
出
席
(
7
)
、
役
方
・
番
方
諸
役
の
統
括

(10)
、
触
事

(11)
、
掟
・
法
度
違
犯

者
の
礼
明

(12)
、
家
督
跡
式
・
養
子
縁
組

(13)
、

遣
方
（
財
政
運
営
）
（
21
）
な
ど
、
藩
政
の
万
般
に
わ
た
っ
て
お

り
、
そ
の
ほ
か
江
戸
・
京
都
・
大
阪
・
下
関
•
長
崎
•
そ
の
他
の
諸
用(
1
9
)
、
寺
社
名
代
(
1
7
)
、
臨
時
諸
役
の
統
括
(
1
8
)
、
寺
井
置
船

(
2
0
)

な
ど
を
つ
か
さ
ど
っ
た
。

境
目
・
番
所
改

(14)
、

(36) 

こ
れ
を
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
の
当
該
項
目
（
「
家
老
役
」
）
に
比
較
す
る
と
、

(
4
)
.
（5
)
.
（6
)
．（
7
)
・
(10)
・
(11)
以
外
の
諸
規
定

(37) 

が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
で
「
家
老
役
一
職
可
為
請
役
」
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
た
職
務
内
容
が
、
よ
り
詳
細
か
つ
明
確
に

規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
光
茂
に
よ
る
文
治
主
義
政
策
の
展
開
に
と
も
な
っ
て
、
藩
制
機
構
が
い
っ
そ
う
整
備
し
、
職
制
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れ
ば
、

（
須
古
茂
俊
）
（
横
岳
直
朗
）
（
神
代
鍋
島
嵩
就
）

右
条
数
之
通
、
請
役
勤
之
儀
令
書
載
相
渡
候
、
阿
波
・
主
水
・
弥
平
左
衛
門
も
、
折
々
令
登
城
、
倍
又
其
方
共
事
、
非
番
之
時
た
り

共
、
毎
日
罷
出
候
程
二
令
覚
悟
尤
候
、
在
所
江
暇
を
遣
、
又
ハ
当
病
差
合
等
之
節
ハ
各
別
二
候
、
我
等
も
毎
日
従
三
之
丸
本
丸
江
相
越
、

諸
事
に
入
念
を
入
事
二
候
ヘ
ハ
、
不
及
申
候
得
共
、
其
方
共
在
宅
之
刻
も
、
万
事
不
怠
心
懸
、
何
も
令
熟
談
無
迦
可
入
念
候
、
扱
又
側

(39) 

年
寄
共
も
相
加
り
、
相
談
仕
候
様
申
付
候
条
、
可
得
其
意
者
也

と
あ
り
、
勤
番
・
非
番
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
日
登
城
の
覚
悟
を
も
っ
て
意
見
を
述
べ
、
請
役
家
老
と
相
談
す
る
の
が
、
連
判
家
老
の
勤
務
(40) 

内
容
で
あ
っ
た
。
事
実
、
「
請
役
」
規
定
の
第
二
条
に
、
「
阿
波
・
主
水
・
弥
乎
左
衛
門
儀
、
連
判
事
候
条
、
諸
事
存
寄
等
、
互
可
申
談
事
」

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
い
う
連
判
家
老
は
、
か
つ
て
の
家
老
相
談
役
に
相
当
す
る
。

(41) 

一
方
、
寛
永
十
二
年
、
多
久
茂
辰
の
一
人
体
制
よ
り
出
発
し
た
請
役
家
老
（
当
役
）
の
員
数
は
、
承
応
元
年
、
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
に
至
っ

(42) 

て
、
多
久
茂
辰
・
鍋
島
B
茂
和
・
諫
早
茂
真
の
三
人
体
制
と
な
っ
た
。
つ
い
で
光
茂
時
代
に
入
っ
て
、
鍋
島
一
門
の
請
役
家
老
が
実
現
(44) 

（
鍋
島
網
直
発
・
諫
早
茂
貞
・
鍋
島
畔
武
興
）
し
嘉
‘
寛
文
末
期
か
ら
延
宝
期
に
か
け
て
、
多
久
茂
矩
・
鍋
島
立
茂
紀
の
二
人
体
制
と
な
り
、

(45) 

さ
ら
に
貞
享
元
年
に
至
っ
て
、
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
と
同
じ
く
多
久
茂
矩
・
鍋
島
立
茂
紀
・
諫
早
茂
元
の
三
人
体
制
と
な
っ
た
。

(46) 

こ
の
よ
う
に
、
請
役
家
老
の
員
数
は
時
代
に
よ
り
変
化
が
あ
っ
た
が
、
貞
享
四
年
の
「
請
役
」
規
定
の
「
覚
」
第
一
条
•
第
二
条
に
よ

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

て
い
る
。
連
判
家
老
に
つ
い
て
は
、
巻
末
に
、

の
分
化
と
機
能
的
な
進
化
が
す
す
み
、
各
役
職
の
職
掌
と
極
限
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

重
要
な
こ
と
は
、
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
に
規
定
さ
れ
た
請
役
家
老
・
連
判
家
老
の
職
掌
分
化
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
延
宝
期
の
「
役

隻
戻
」
に
は
、
請
役
ー
副
役
ー
載
配
役
・
相
談
役
・
請
役
評
定
衆
の
職
制
は
み
ら
れ
る
が
、
連
判
家
老
の
名
称
は
み
ら
れ
な
い
。
「
鳥
ノ

子
御
帳
」
の
記
載
方
式
へ
の
復
帰
を
意
図
し
た
貞
享
元
年
六
月
の
「
請
役
」
規
定
で
、
再
び
連
判
家
老
の
名
称
が
登
場
す
る
が
、
そ
こ
で

規
定
さ
れ
た
職
掌
は
請
役
家
老
の
職
務
内
容
で
、
「
請
役
」
規
定
の
宛
人
も
多
久
茂
矩
・
鍋
島
虹
茂
紀
・
諫
早
茂
元
（
請
役
家
老
）
と
な
っ
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注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
第
一
〇
条
の
次
の
規
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

諸
規
定
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

（
武
雄
茂
紀
）
（
諫
早
茂
元
）
（
多
久
茂
文
）
（
須
古
茂
俊
）

一
家
老
共
連
判
之
俊
、
十
左
衛
門
・
豊
前
・
伊
豆
・
阿
波
、

右
四
人
之
事

一
右
四
人
之
外
者
、
請
役
申
付
候
節
ハ
、
加
判
可
仕
候
、
但
、
公
俊
江
差
立
た
る
時
ハ
、
不
及
加
判
事

と
あ
り
、
請
役
家
老
は
鍋
島
這
茂
紀
の
一
人
体
制
と
な
る
（
茂
紀
は
請
役
・
連
判
家
老
）
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
竜
造
寺
四

家
以
外
か
ら
も
請
役
家
老
を
任
命
す
る
可
能
性
を
残
し
て
い
る
。

そ
こ
で
次
に
、
貞
享
元
年
六
月
の
「
請
役
」
規
定
に
み
ら
れ
た
各
論
（
「
仕
組
」
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
そ
こ
に
規
定

(47) 

さ
れ
た
「
使
者
・
飛
脚
仕
組
」
・
「
上
使
井
大
名
衆
領
中
往
来
之
仕
組
」
・
「
長
崎
御
番
付
而
之
手
頭
」
は
、
何
れ
も
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
第
六

巻
に
同
様
の
規
定
が
あ
る
が
、
「
請
役
」
規
定
の
そ
れ
は
い
っ
そ
う
簡
略
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
「
使
者
・
飛
脚
仕
組
」
に
お
い
て
は
、
他
方
か
ら
使
者
・
飛
脚
が
到
着
し
た
際
は
道
ロ
・
津
口
番
よ
り
使
者
屋
に
報
告
せ
し
め

（
第
一
条
）
、
し
か
る
の
ち
、
使
者
屋
番
か
ら
請
役
家
老
・
傍
年
寄
・
使
者
屋
取
次
に
届
け
さ
せ
た
（
第
二
条
）
。
ま
た
他
方
か
ら
の
使
者
見

廻
は
、
請
役
・
連
判
六
家
老
の
担
当
と
な
っ
て
い
る
（
第
三
条
）
、
そ
の
ほ
か
使
者
屋
置
物
（
第
四
条
）
、
馳
走
（
第
五
条
）
、
長
崎
上
使
家
来

（竹）

の
諫
早
渡
海
お
よ
び
諫
早
・
神
代
・
武
崎
・
浜
か
ら
の
渡
海
仕
組
（
第
六
・
七
条
）
、
領
中
往
還
人
（
第
八
条
）
、
旅
籠
屋
（
第
九
条
）
、
船
賃

．
駄
賃
・
人
足
賃
（
第
一

0
条
）
、
破
損
船
（
第
一
一
条
）
等
に
つ
い
て
の
諸
規
定
を
設
け
て
い
る
。

次
に
「
上
使
井
大
名
衆
領
中
往
来
之
仕
組
」
に
お
い
て
は
、
用
聞
と
し
て
侍
一
人
を
伏
見
・
大
阪
ま
た
は
着
船
の
場
所
に
派
遣
し
、
道

筋
・
供
の
人
数
・
夫
・
小
荷
駄
お
よ
び
宿
泊
場
所
を
聞
い
て
報
告
せ
し
め
た
ほ
か
（
第
一
条
）
、
郡
代
心
得
（
第
二
条
）
、
夫
・
小
荷
駄
（
第

三
条
）
、
道
橋
の
掃
除
・
行
燈
・
提
燈
（
第
四
条
）
、
本
陣
の
用
意
置
物
・
旅
籠
お
よ
び
売
物
（
第
五
条
）
、
諫
早
渡
海
船
（
第
七
条
）
、
日
和
悪

(48) 

し
き
日
の
領
中
船
仕
置
（
第
八
条
）
、
陸
路
往
来
仕
組
（
第
九
条
）
、
願
正
寺
の
修
理
・
掃
除
・
置
物
（
第
一
一
条
）
、
寺
井
・
神
埼
・
轟
木
・

（竹）

牛
津
・
小
田
・
塩
田
・
浜
・
多
良
・
武
崎
・
諫
早
・
矢
上
・
嬉
野
・
武
雄
の
上
使
屋
修
理
・
掃
除
・
置
物
（
第
一
二
条
）
等
に
つ
い
て
の
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佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

鍋
島
一
門
11

「
親
類
」
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
各
「
仕
組
」
と
も
、
請
役
家
老
の
職
掌
で
あ
り
、

J

こ
に
佐
賀
藩
に
お
け
る
請
役
家
老
は
、

戸
町
小
屋
の
幕
鑓
お
よ
び
所
々
の
船
幕
に
つ
い
て
規
定
し
た
（
第
四
条
）
。

一
紀
伊
守
・
摂
津
守
・
備
前
守
・
長
門
・
十
左
衛
門
・
豊
前
知
行
中
を
往
来
之
刻
ハ
、
其
領
主
／
~
よ
り
無
手
闘
様
可
申
付
事

と
あ
り
、
小
城
・
蓮
池
・
鹿
島
の
三
支
藩
領
を
は
じ
め
、
多
久
・
武
雄
・
諫
早
領
な
ど
、
請
役
家
老
の
知
行
所
を
、
上
使
な
ら
び
に
大
名

が
往
来
し
た
際
は
、
そ
れ
ら
の
支
藩
主
・
知
行
主
が
手
当
を
加
え
る
規
定
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
請
役
家
老
の
知
行

所
が
支
藩
領
と
同
じ
く
万
石
以
上
で
比
較
的
一
円
的
形
態
を
た
も
ち
、

か
つ
往
還
道
が
貫
通
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

最
後
に
、
「
長
崎
御
番
付
而
之
手
頭
」
は
、
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
の
そ
れ
と
大
差
は
な
い
。

構
成
さ
れ
る
の
に
対
し
、
「
手
頭
」
は
四
条
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
条
に
お
い
て
、

一
長
崎
表
之
俊
、
縦
非
番
之
年
た
り
共
、
油
断
有
間
敷
候
、
長
崎
御
番
第
一
之
儀
候
条
、
兼
而
其
心
遣
可
為
肝
要
事

(49) 

と
し
、
長
崎
御
番
役
を
公
儀
奉
公
へ
の
第
一
と
規
定
し
た
「
御
代
始
条
目
」
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
非
番
の
年
も
油
断
な
く
心
懸
け

る
よ
う
規
定
し
て
い
る
。
以
下
当
番
年
に
お
け
る
深
堀
・
西
泊
・
戸
町
の
人
数
・
船
数
・
鉄
砲
数
・
武
具
を
相
違
な
く
点
検
せ
し
め
る
と

(50) 

と
も
に
（
第
二
条
）
、
同
所
お
よ
び
島
々
の
武
具
・
船
は
、
す
べ
て
隠
岐
（
村
田
政
辰
、
実
は
直
弘
次
男
）
に
相
談
せ
し
め
（
第
三
条
）
、
西
泊
・

「
鳥
ノ
子
御
帳
」
の
精
神
に
も
と

づ
く
明
確
な
法
の
規
定
の
う
え
に
、
政
務
運
営
の
中
枢
機
能
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
高
房
の
死
後
、
竜
造
寺
氏

(51) 

の
本
家
格
と
な
っ
た
久
保
田
村
田
家
が
、
白
石
鍋
島
家
に
代
わ
っ
て
武
具
方
・
船
方
を
担
当
し
、
長
崎
警
備
に
お
け
る
軍
事
力
配
置
の
相

(52) 

談
役
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
白
石
鍋
島
家
の
直
弘
の
次
男
政
辰
が
久
保
田
村
田
家
（
氏
久
）
の
養
子
と
な
り
、
事
実
上

【註】
(
1
)

「
御
親
類
始
御
家
老
迄
家
々
之
大
概
」
、
「
直
茂
公
譜
考
補
」
一

0
。

(
2
)
2
(
4
)

藤
野
保
「
佐
賀
藩
確
立
期
に
お
け
る
政
治
過
程
お
よ
び
政
治
形
態
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
四
号
）
・
同
編
『
佐
賀
藩
の
総
合

異
な
る
点
は
、

「
鳥
ノ
子
御
帳
」
が
七
条
よ
り
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佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

研
究
』
本
編
第
二
章
第
一
節
参
照
。

(
5
)

「
安
順
年
譜
」
下
（
「
水
江
事
略
」
七
所
収
）
、
「
御
親
類
始
御
家
老
迄
家
々
之
大
概
」
。

(
6
)

註
(
2
)
参
照
。

(
7
)

「
勝
茂
公
譜
考
補
」
四
、
「
多
久
家
文
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
一

0
巻
所
収
）
「
多
久
家
書
物
御
什
物
方
指
出
」
五
号
鍋
島
勝
茂
惣
仕
置
書
立
・

八
号
鍋
島
勝
茂
覚
書
。

(
8
)
（9
)

「
鍋
島
勝
茂
覚
書
」
（
「
多
久
家
書
物
」
・
「
肥
陽
旧
章
録
」
所
収
）
、
「
茂
辰
年
譜
」
（
「
水
江
事
略
」
八
所
収
）
。

(10)

「
鳥
ノ
子
御
帳
」
（
『
鳥
栖
市
史
』
資
料
編
第
三
集
所
収
）
。

(11)
（12)

註
(
2
)
参
照
。

(13)

「
鳥
ノ
子
御
帳
」
五
゜

(14)

「
光
茂
公
譜
考
補
」
一
。

(15)

『
葉
隠
』
に
も
「
今
年
よ
り
着
座
人
数
御
定
、
御
家
誓
詞
仰
付
け
ら
れ
候
」
と
あ
る
（
『
葉
隠
』
聞
書
第
五
四
八
四
条
）
。

(16)

「
着
座
中
家
々
之
一
通
」
。

(17)

栗
原
荒
野
『
校
註
葉
隠
』
一
四
頁
。

(
1
8
)「
御
親
類
始
御
家
老
迄
家
々
之
大
概
」
、
藤
野
保
「
佐
賀
藩
に
お
け
る
三
支
藩
の
成
立
過
程
」

H
(
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
五
号
）
•
前

掲
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
本
編
第
一
章
第
二
節
参
照
。

(19)

「
鍋
島
山
城
家
系
図
」
（
「
御
親
類
系
図
」
所
収
）
。

(20)

「
家
老
井
諸
役
者
江
渡
之
手
頭
」
、
「
従
前
々
之
遊
出
写
」
。

(21)

「
神
代
家
系
図
」
（
「
御
親
類
系
図
」
所
収
）
。

(22)

「
寛
文
元
年
蔵
入
方
付
而
申
渡
条
々
」
。

(23)

「
鍋
島
弥
平
左
衛
門
系
図
」
（
「
御
家
老
系
図
」
所
収
）
。

(24)

「
白
石
鍋
島
家
文
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
一
五
巻
所
収
）
二
六
号
某
等
起
請
文
前
書
案
、
「
五
番
御
掛
硯
誓
詞
書
写
」
二
。

(25)

「
従
前
々
之
遊
出
写
」
、
「
家
老
井
諸
役
者
江
渡
之
手
頭
」
。

(26)

相
良
求
馬
、
名
は
及
真
、
勝
茂
室
高
源
院
の
手
男
鶴
源
兵
衛
の
子
。
相
良
貞
行
の
養
子
と
な
っ
て
、
幼
少
よ
り
光
茂
の
遊
び
相
手
と
な
り
、
年

寄
役
か
ら
家
老
と
な
っ
た
（
栗
原
荒
野
『
校
註
葉
隠
』
ニ
―
頁
）
。

(27)
（28)

「
家
老
井
諸
役
者
江
渡
之
手
頭
」
、
「
従
前
々
之
遊
出
写
」
。
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(29)

「
多
久
家
書
物
」
。

(30)
（31)

「
請
役
」
（
貞
享
元
年
六
月
十
九
日
）
。

(32)

「
請
役
」
（
貞
享
四
年
九
月
二
十
九
日
）
。

(33)

註
(
2
)
参
照
。

(34)

「
鳥
ノ
子
御
帳
」
六
゜

(35)

「
請
役
」
（
貞
享
元
年
六
月
十
九
日
）
。

(36)(37)

「
家
老
役
」
（
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
六
）
。

(38)

「
多
久
家
書
物
」
。

(39)
（40)

「
請
役
」
（
貞
享
元
年
六
月
十
九
日
）
。

(41)

「
多
久
家
文
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
一

0
巻
所
収
）
「
多
久
家
書
物
御
什
物
方
指
出
」
五
号
鍋
島
勝
茂
惣
仕
置
書
立
、
「
同
」
（
『
同
』
八
巻
所

収
）
三
二
三
号
鍋
島
勝
茂
覚
書
。

(42)

「
鳥
ノ
子
御
帳
」
六
゜

(43)
（44)

「
家
老
＃
諸
役
者
江
渡
之
手
頭
」
、
「
従
前
々
之
遊
出
写
」
。

(45)

「
請
役
」
（
貞
享
元
年
六
月
十
九
日
）
。

(46)

「
請
役
」
（
貞
享
四
年
九
月
二
十
九
日
）
。

(47)

「
使
者
・
飛
脚
仕
組
」
・
「
上
使
＃
大
名
衆
領
中
往
来
之
仕
組
」
・
「
長
崎
御
番
付
而
之
手
頭
」
（
「
請
役
」
貞
享
元
年
六
月
十
九
日
所
収
）
。

(48)

「
鳥
ノ
子
御
帳
」
六
の
「
上
使
衆
領
中
往
来
之
時
之
仕
組
」
に
「
所
々
茶
屋
之
用
意
」
と
し
て
、
「
佐
嘉
弥
念
寺
・
願
正
寺
両
所
、
鍋
嶋
内
蔵

助
存
、
但
、
諸
色
蔵
入
§
可
申
付
候
」
と
あ
る
。
前
掲
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
本
編
第
二
章
第
六
節
第
二
項
参
照
。

(49)

「
光
茂
公
譜
考
補
」
一
、
「
蓮
池
鍋
島
家
文
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
一
四
巻
所
収
）
二
七
号
鍋
島
光
茂
代
始
条
目
、
「
白
石
鍋
島
家
文
書
」

（
『
同
』
一
五
巻
所
収
）
一
七
号
鍋
島
光
茂
代
始
条
目
写
。

(50)

「
村
田
家
系
図
」
（
「
御
親
類
系
図
」
所
収
）
。

(51)

註
(18)
参
照
。

（
白
石
鍋
島
直
弘
）

(52)

「
鳥
ノ
子
御
帳
」
六
の
「
長
崎
御
番
付
而
之
手
頭
」
第
三
条
に
は
、
「
武
具
＃
船
之
儀
、
都
合
山
城
守
之
申
付
候
条
、
長
崎
・
深
堀
・
西
泊
・
戸

町
、
其
外
島
々
へ
召
置
候
武
具
・
船
之
儀
、
山
城
守
相
談
候
而
、
何
時
も
其
方
手
前
j
差
越
可
被
申
事
」
と
あ
り
、
鍋
島
咋
直
弘
が
長
崎
警
備
に

お
け
る
軍
事
力
配
置
の
相
談
役
の
位
置
を
占
め
て
い
た
。

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態
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佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

竜
造
寺
氏
の
領
国
を
継
承
し
、
か
つ
そ
の
家
督
を
相
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
鍋
島
佐
賀
藩
は
、
竜
造
寺
一
門
を
頂
点
と
す
る

領
国
体
制
の
な
か
で
、
鍋
島
氏
を
中
心
と
す
る
支
配
体
制
を
確
立
し
て
い
く
た
め
に
、
慶
長
総
検
地
を
実
施
し
て
、
高
一
二
五
万
七
、

01――

(
1
)

（

2
)
 

六
石
五
斗
九
升
九
合
を
打
ち
出
し
、
幕
府
公
認
の
朱
印
高
を
確
定
す
る
一
方
、
全
家
臣
団
に
対
し
て
―
―
一
部
上
地
（
知
行
地
の
三

0
％
召
上
）

(
3
)

（

4
)
 

を
実
施
し
、
新
た
に
知
行
判
物
を
与
え
て
、
家
臣
団
に
対
す
る
統
制
を
強
化
し
た
が
、
元
和
七
年
に
も
竜
造
寺
四
家
（
諫
早
・
武
雄
・
多
久

(
5
)
 

・
須
古
）
を
対
象
に
三
部
上
地
を
実
施
し
て
、
蔵
入
地
を
拡
大
し
、
鍋
島
一
門
の
積
極
的
な
創
出
策
を
実
施
し
た
。

(
6
)
 

こ
う
し
て
、
慶
長
九
年
、
五
万
八
、
三
九
二
石
五
斗
で
あ
っ
た
御
蔵
入
は
、
総
検
地
・
三
部
上
地
後
の
元
和
六
年
に
は
七
万
七
、
六
九

(
7
)

（

8
)
 

七
石
一
予
一
斗
三
升
三
合
と
な
り
、
さ
ら
に
元
和
三
部
上
地
後
の
寛
永
四
年
に
は
一
―
万
八
、
八
五
七
石
五
斗
六
升
に
増
加
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

(
9
)
 

こ
の
な
か
に
は
開
発
高
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
二
回
に
わ
た
る
三
部
上
地
に
よ
る
没
収
高
は
開
発
高
と
と
も
に
蔵
入
地
の
拡
大
を
招
来
し

た
の
で
あ
る
。

こ、
＼
 

こ
こ

1

蔵
入
支
配
の
強
化
と
算
用

支
配
機
構
の
整
備
と
運
用

一
門
創
出
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
が
、
勝
茂
は
、
ま
ず
慶
長
十
四
年
、
弟
忠
茂
に
定
米
一
万
石
（
知
行
高
二
万
石
）
を
与
え
て

(10) 

鹿
島
鍋
島
家
を
創
設
し
、
つ
い
で
元
和
三
年
に
は
、
長
男
元
茂
に
定
米
一
万
三
六
三
石
三
斗
（
知
行
高
一
万
七
、
二
七
二
石
三
斗
）
を
与
え
て

(11) 

小
城
鍋
島
家
を
創
設
し
、
下
っ
て
寛
永
十
六
年
に
は
、
五
男
直
澄
に
知
行
三
万
五
、
六
二
四
石
二
斗
（
定
米
一
万
七
、
八
―
二
石
一
斗
）
を

(12) 

与
え
て
蓮
池
鍋
島
家
を
創
設
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
三
家
」
で
あ
る
が
、
寛
永
十
九
年
、
鹿
島
鍋
島
家
は
忠
茂
系
よ
り
勝
茂
の
九
男

(13) 

直
朝
系
に
交
代
す
る
。
さ
ら
に
勝
茂
は
、
譜
代
の
重
臣
成
富
家
の
養
子
と
な
っ
た
八
男
直
弘
に
、
寛
永
十
年
、
同
家
の
知
行
の
う
ち
一
、

(14) 

0
0
0石
を
分
知
せ
し
め
て
一
家
を
創
出
し
（
白
石
鍋
島
家
）
、
ま
た
少
弐
氏
の
後
裔
関
家
を
相
続
し
た
一
―
男
直
長
を
、
明
暦
元
年
、
川
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第1表 上級家臣団の構成（寛永5年）

佐賀藩中期における権力構造と政治形態

番号 I 氏 名 I知行高
石

1 （小城）鍋島紀伊守（元茂） 57,452 

2 （諫早）諫早石見守（直孝） 25,741 

3 （武雄）武雄主殿助（茂網） 21,572 

4 （多久）多久長門守（安順） 21,461 

5 （鹿島）鍋島孫乎太（正茂） 13,616 

6 （久保田）村田八 助（安良） 8,482 

7 （須古）須古中 務（茂周） 8,250 

8 （川久保）神代対馬守（常親） 6,816 ， （横岳）鍋島右馬助（茂宗） 5,288 

10 （神代）鍋島隼人佐（茂貞） 4,410 

11 （深堀）鍋島伊豆守（茂賢） 4,100 

12 （姉川）鍋島右近允（茂泰） 3,779 

13 （倉町）鍋島式部少輔（貞村） 3,347 

14 （成富）成富兵庫助（茂安） 3,200 

15 （太田）鍋島帯刀佑（茂貞）
切21米,,45500200 2 16 （納宮）鍋島市 佑（長昭）

17 （勝屋）勝屋勘右衛門（茂為） 2,000 

18 （山代）鍋島喜左衛門（茂貞） 1,700 

19 （有田）有田杢之允（紀） 1,700 

20 （千葉）鍋島玄蕃允（常貞） 1,560 

21 （伊万里）鍋島伝兵衛（茂教） 1,425 

22 （石井）石井修理亮（茂成） 1,250 

23 （関）関 将 監（清長） 1,200 

24 （石井）石井左近允（孝成） 1,198 

25 （勝山）勝山大 蔵（勝種） 1,086 

〔註〕 「寛永5年惣着到」によって作成。 知行高は5ツ
成を原則とし，諫早(2)・武雄(3)・多久(4)・須古(7)の

竜造寺4家のみ4ツ成表示。（ ）内は何れも筆者が
追記したもの。

の
地
位
が
逆
転
し
、
鍋
島
一
門
を

年
に
至
っ
て
、
竜
造
寺
一
門
と
そ

出
し
た
鍋
島
一
門
は
、
寛
永
十
九

の
創
出
策
に
よ
っ
て
、
上
位
に
進

み
た
も
の
で
あ
る
が
、
鍋
島
一
門

(15) 

久
保
神
代
家
の
養
子
と
し
、
関
・
神
代
両
家
の
知
行
合
わ
せ
て
一
万
一
、
六
六
二
石
七
斗
五
升
（
物
成
四
、
六
六
五
石
一
斗
）
を
与
え
て
一

こ
う
じ
ろ

以
上
の
よ
う
な
勝
茂
の
積
極
的
な
一
門
創
出
策
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
鍋
島
一
門
（
神
代
鍋
島
・
横
岳
鍋
島
•
姉
川
鍋
島
・
深
堀
鍋
島
）
に

加
え
て
、
新
た
に
小
城
・
蓮
池
・
鹿
島
・
白
石
の
各
鍋
島
一
門
が
成
立
し
、
―
―
一
部
上
地
に
よ
る
没
収
高
（
↓
蔵
入
地
）
が
再
配
分
さ
れ
て

豊
宮
な
知
行
地
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
三
家
は
、
寛
永
十
九
年
、
そ
れ
ぞ
れ
大
名
（
小
城
藩
11
知
行
高
七
万
一
―
-
、
二
五
二
石
五
斗
、
蓮
池

(16) 

藩
11
同
五
万
二
、
六
二
五
石
、
鹿
島
藩
11
同
一
一
万
石
）
と
な
っ
て
支
藩
（
三
支
藩
）
を
構
成
し
、
白
石
鍋
島
家
ほ
、
こ
れ
ま
で
の
鍋
島
一
門
と
と

も
に
上
級
家
臣
に
取
立
て
ら
れ
、
竜
造
寺
一
門
に
圧
倒
的
優
位
を
た
も
ち
つ
つ
、
こ
こ
に
鍋
島
・
竜
造
寺
一
門
を
上
級
家
臣
と
す
る
鍋
島

で
あ
る
（
第
一
・
ニ
・
三
表
参
照
）
。

こ
の
う
ち
、
第
一
表
は
元
和
―
―
―

(17) 

部
上
地
後
の
寛
永
五
年
、
第
二
表

(18) 

は
島
原
の
乱
後
の
同
十
九
年
、
第

三
表
は
勝
茂
死
亡
前
年
の
明
暦
二

(19) 
年
に
お
け
る
上
級
家
団
の
構
成
を

佐
賀
藩
が
体
制
的
に
成
立
す
る
の

門
（
親
類
）
と
し
た
。
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四
ツ
成
に
統
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
行
高
と
物
成
高
の
変
動
性
に
終
止
符
を
打
ち
、

の
期
に
確
定
し
、
特
異
な
存
在
形
態
を
示
す
に
至
る
の
で
あ
る
。

第2表 上級家臣団の構成（寛永19年）

番号 I 氏 名 I知行高
石

1 （小城）鍋島紀伊守元茂 58,602 

2 （蓮池）鍋島甲斐守直澄 42,100 

3 （白石）成富山城守直弘 6,000 

4 （鹿島）鍋島刑部少輔直朝 15,616 

5 （関）関 大和守常利 3,158 

6 （諫早）諫早豊前守茂敬 26,200 

7 （武雄）鍋島若狭守茂綱 21,600 

8 （多久）多久美作守茂辰 21,600 ， （久保田）村田伊乎太氏久 8,616 

10 （須古）鍋島因幡守俊清 8,250 

11 （横岳）鍋島主水正武興 7,500 

12 （川久保）神代伯者守常親 7,150 

13 （深堀）鍋島七左衛門茂賢 6,000 

14 （神代）鍋島隼人佐孝顕 4,410 

15 （姉川）鍋島縫殿助茂房 4,041 

16 （倉町）鍋島市 正貞村 3,460 

17 （太田）鍋島主 膳茂晴 2,800 

18 （納富）鍋島市 佑長昭 2,630 

19 （成富）成富左兵衛長利 2,040 

20 （山代）鍋島勝右衛門（方教） 1, 800 

21 （有田）有田左馬助孝純 1,750 

22 （千薬）鍋島玄蕃允常貞 1,640 

23 （伊万里）鍋島伝兵衛茂教 1,426 

24 （石井）石井兵庫助孝成 1,386 

25 （大木）大木勘解田統清 I, 100 

頂
点
と
す
る
家
臣
団
構
成
お

よ
び
家
格
序
列
を
確
定
す
る

に
あ
た
っ
て
、
知
行
高
よ
り

身
分
格
制
を
重
視
し
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
寛
永
十
九
年
に
お
け

年
の
段
階
に
お
い
て
、
神
代
家
の
上
位
進
出
以
外
、
第
一
位
の
小
城
鍋
島
家
か
ら
第
一
四
位
の
姉
川
鍋
島
家
ま
で
、
家
格
序
列
に
全
く
変

化
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
最
上
位
家
臣
団
の
身
分
格
制
が
寛
永
十
九
年
に
確
立
し
、
三
家
・
親
類
・
親
類
同

(20) 

格
・
家
老
と
い
う
佐
賀
藩
特
有
の
支
配
体
制
・
身
分
秩
序
の
原
型
が
、
こ
の
期
に
出
来
上
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
石
高
表
示
を

か
つ
両
者
を
併
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
行

概
念
を
佐
賀
藩
特
有
の
物
成
概
念
に
即
応
せ
し
め
た
。
こ
う
し
て
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
最
上
位
家
臣
団
の
知
行
高
と
そ
の
配
置
が
ほ
ぼ
こ

以
上
み
る
三
部
上
地
と
一
門
創
出
の
過
程
を
通
じ
て
、
竜
造
寺
一
門
の
知
行
地
は
半
減
し
、
諫
早
家
の
知
行
地
は
、
小
城
•
藤
津
郡
の

〔註〕 「御国惣万帳」によって作成。 知行高は5ツ成を
原則とし，諫早(6)・武雄(7)・多久(8)・須古叫の竜造

寺 4家および横岳(11)・深堀(13の鍋島2家のみ4ツ成

表示。（ ）内は何れも筆者が追記したもの。鍋島俊

清(10は茂周（須古），鍋島孝顕(14は茂貞（神代），鍋島
茂房(19は茂泰（姉川），有田孝純(21)は紀。

る
家
臣
団
構
成
は
、
明
暦

い
な
い
の
は
、

鍋
島
一
門
を

載
順
位
が
石
高
順
と
な
っ
て

第
ニ
・
三
表
に
お
い
て
、
記

が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
解
る
。

最
上
位
と
す
る
家
臣
団
構
成
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鍋
島
一
門
の
創
出
策
に
よ
っ
て
、
そ

(22) 

の
一
部
は
再
び
知
行
地
に
還
元
さ
れ
た
。
鍋
島
一
門
の
ち
、
鹿
島
鍋
島
家
の
知
行
地
は
小
川
家
の
遣
領
を
基
礎
に
成
立
し
た
の
に
対
し
、

小
城
鍋
島
家
の
知
行
地
は
直
茂
の
隠
居
分
を
基
礎
に
成
立
し
な
が
ら
、
そ
の
後
小
城
・
杵
島
郡
に
お
い
て
大
幅
に
加
増
さ
れ
た
た
め
、
元

(23) 

和
―
―
一
部
上
地
後
、
小
城
郡
山
内
一
職
と
佐
賀
郡
の
一
部
お
よ
び
松
浦
郡
山
代
一
職
に
所
替
え
と
な
っ
た
。
以
上
に
対
し
て
、
蓮
池
鍋
島
家

の
知
行
地
は
、
寛
永
十
六
年
、
新
規
に
創
設
さ
れ
た
た
め
、
本
居
佐
賀
郡
蓮
池
と
そ
れ
に
接
続
す
る
神
埼
郡
を
中
心
に
、
藤
津
•
松
浦
・

(24) 

杵
島
郡
に
散
在
す
る
蔵
入
地
を
割
譲
し
て
成
立
し
、
極
端
な
分
散
知
行
の
形
態
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
佐
賀
・
神
埼
郡
に
あ
っ
た

第3表 上級家臣団の構成（明暦2年）

佐賀藩中期における権力構造と政治形態

番号 I 氏 名 I知行高 l物成高
石斗 石斗

1 （小城）鍋島加賀守（直能） 73,252.5 29,301 

2 （蓮池）鍋島甲斐守（直澄） 52,625 21,050 

3 （白石）鍋島山城守（直弘） 9,025 3,410 

4 （鹿島）鍋島和泉守（直朝） 20,000 8,000 

5 （川久保）神代大和守（直長） 11,662.75 4,665.1 

6 （諫早）諫早豊前守（茂真） 26,200 10,480 

7 （武雄）鍋島能登守（茂和） 21,600 8,640 

8 （多久）多久美作守（茂辰） 21,600 8,640 ， （久保田）村田伊平太（氏久） 10,770 4,308 

10 （須古）鍋島伯者守（正辰） 8,250 3,300 

11 （横岳）鍋島主水佐（武興） 7,500 3,000 

12 （深堀）鍋島志摩守（茂里） 6,000 2,400 

13 （神代）鍋島中務少（孝顕） 5,512.5 2,205 

14 （姉川）鍋島縫殿助（茂泰） 5,051.25 2,020.5 

15 （太田）鍋島式 部（貞恒） 5,000 2,000 

16 （倉町）鍋島市 正（直広）
内加53米,,00370005 0 

2,030 

17 （千葉）鍋島玄 蕃（常貞） 1,200 

18 （納富）鍋島監 物（正純） 2,700 1,080 

19 （山代）鍋島喜左衛門（武） 2,250 900 

20 （有田）有田勘解由（紀） 2,200 880 

21 （伊万里）鍋島隼 人（教澄） 1,782.5 713 

22 （石井）石井兵 庫（孝成） 1,758 703.2 

23 （舎人系）鍋島六左衛門（種世） 1,287.5 515 

24 （中野）中野数 馬（政利） 1,380 552 

25 （大木）大木兵 部（知昌） 1,250 500 

〔註〕 「泰盛院様御印帳」によって作成。 知行高は4ツ成表示に統
ーされ，知行高と物成高の併記方式となる。（ ）は何れも筆者
が追記したもの。鍋島山城守(3)の物成高は 3,610石である。

さ
れ
、
量
的
拡
大
が
試
み
ら
れ
た
が
、

収
さ
れ
た
知
行
地
は
蔵
入
地
に
編
入

こ
う
し
て
一
云
一
部
上
地
に
よ
っ
て
没

城
郡
西
部
と
杵
島
郡
の
一
部
と
な
っ

(21) 
こ。t
 
杵
島
郡
の
所
領
が
没
収
さ
れ
て
、
小

行
地
は
、
佐
賀
郡
と
小
城
郡
東
部

収
さ
れ
て
、
杵
島
郡
の
西
南
部
と
藤

津
郡
の
一
部
と
な
り
、
多
久
家
の
知

松
浦
郡
と
杵
島
郡
の
一
部
所
領
が
没

り
、
武
雄
家
の
知
行
地
は
、
小
城

心
に
藤
津
郡
と
彼
杵
郡
の
一
部
と
な

所
領
が
没
収
さ
れ
て
、
高
来
郡
を
中
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第1図 蔵入地と知行地の分析

佐
賀
藩
中
期
に
お
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権
力
構
造
と
政
治
形
態

有 明 海

保領
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佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

差
出
間
敷
候
、
下
吟
味
相
メ
候
上
二
而
、
我
等
切
手
可
差
出
事

(25) 

他
の
家
臣
団
の
知
行
地
は
、
一
二
根
・
養
父
郡
に
所
替
え
と
な
っ
た
。

(30) 

「
山
方
二
而
申
渡
条
々
」
を
制
定
し
て
、

こ
こ
に
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
蔵
入
地
と
知
行
地
の
配
置
が
大
筋
に
お
い
て
確
定
し
、
蔵
入
地
は
生
産
力
の
も
っ
と
も
進
ん
た
佐
賀
・
神

埼
郡
の
平
坦
地
を
中
心
に
、
杵
島
郡
の
東
部
・
三
根
・
養
父
•
藤
津
・
松
浦
・
高
来
郡
に
散
在
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
高
は
、
領
国
の
知

行
配
分
が
ほ
ぽ
確
定
し
た
後
の
寛
永
十
八
年
に
地
米
―
一
万
四
、

0
一
七
石
五
斗
と
な
っ
て
い
糾
゜

で
は
、
領
国
の
知
行
配
分
が
ほ
ぼ
確
定
し
た
後
の
蔵
入
地
の
増
加
策
と
そ
の
経
営
は
、
ど
の
よ
う
に
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

(27) 

れ
を
具
体
的
に
示
し
た
の
が
寛
文
元
年
に
制
定
さ
れ
た
「
蔵
入
方
付
而
申
渡
条
々
」
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
光
茂
は
鍋
島
印
直
弘

（

通

宜

）

（

28
）

死
後
の
権
力
の
再
編
成
の
一
環
と
し
て
、
嫡
子
直
尭
の
請
役
家
老
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
旭
野

t
左
衛
門
に
蔵
入
支
配
を
命
じ
た
。

一
先
様
加
増
井
新
地
申
付
候
者
有
之
刻
者
、
上
り
地
之
内
ふ
無
高
下
割
分
村
付
可
差
出
候
、
誰
人
在
所
者
届
候
儀
有
之
共
、
好
之
在
所

附
り
、
上
地
有
之
刻
、
蔵
入
近
所
之
儀
者
、
蔵
入
二
相
加
、
先
様
蔵
入
・
配
分
不
入
交
様
二
仕
成
候
心
遣
可
仕
支

一
佐
嘉
郡
井
佐
嘉
山
・
神
埼
山
、
先
様
配
分
二
差
出
間
敷
候
、
自
然
上
り
地
有
之
刻
者
、
蔵
入
二
可
相
加
事

と
あ
り
、
加
増
•
新
地
は
上
地
よ
り
給
与
し
、
希
唱
の
知
行
地
の
給
与
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
蔵
入
地
付
近
の
上
地
は
蔵
入
地
に
編
入

し
て
、
蔵
人
地
と
知
行
地
の
入
組
を
防
止
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
と
く
に
佐
賀
郡
お
よ
び
佐
賀
山
・
神
埼
山
に
お
け
る
知
行
配
分
を
禁
止

し
、
上
地
が
あ
る
場
合
は
蔵
入
地
に
編
入
し
た
。
こ
う
し
た
方
針
は
、
す
で
に
勝
茂
の
晩
年
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
が
、
光
茂
は
そ
の
方

針
を
継
承
し
、
蔵
入
地
の
集
中
増
加
策
を
い
っ
そ
う
推
進
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
種
世
）

と
同
時
に
、
光
茂
は
同
じ
寛
文
厄
年
、
鍋
島
六
左
衛
門
を
山
方
支
配
に
命
じ
、

を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
山
方
支
配
を
強
化
し
て
蔵
入
山
の
確
保
に
つ
と
め
た
。
そ
の
第
八
条
に
、

一
蔵
入
山
之
内
、
縦
親
類
・
家
老
中
二
而
も
、
或
山
を
望
、
或
猟
方
之
法
度
可
仕
由
望
被
申
候
共
、
取
次
間
敷
事

同
「
申
渡
条
々
」
の
第
一
七
・
一
八
条
に
よ
れ
ば
、

山
方
の
仕
組
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佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

と
あ
る
。
ま
た
、
第
六
条
に
は
、
先
の
「
蔵
入
方
付
而
申
渡
条
々
」
の
第
一
九
条
と
同
様
の
規
定
を
設
け
、

こ
の
「
掟
」
は

一
山
方
・
里
山
方
、
蔵
入
・
配
分
二
よ
ら
す
、
田
畠
之
障
二
相
成
竹
木
、
於
有
之
者
、
嬉
野
十
左
衛
門
致
相
談
、
城
之
構
其
外
差
合
無

之
処
者
、
見
斗
枝
を
お
ろ
し
、
在
所
二
よ
り
吟
味
之
上
、
切
せ
候
而
も
不
苦
事

と
し
て
、
蔵
入
地
・
知
行
地
に
よ
ら
ず
、
田
畠
の
支
障
に
な
る
竹
木
は
伐
採
せ
し
め
、
農
業
生
産
力
の
確
保
に
つ
と
め
た
。

(31)

（

32) 

さ
ら
に
、
蔵
入
地
で
発
生
し
た
口
事
沙
汰
は
請
役
家
老
に
報
告
せ
し
め
る
と
と
も
に
（
第
ニ
一
条
）
、
第
ニ
ニ
・
ニ
―
―
一
条
に
お
い
て
、

一
夫
・
小
荷
駄
井
手
男
遣
方
之
俊
、
其
方
二
相
任
候
条
、
夫
仕
減
候
様
二
心
遣
可
仕
候
、
申
付
様
之
儀
者
、
請
役
家
老
江
令
相
談
、

姓
痛
二
不
罷
成
様
二
可
申
付
候

一
点
役
・
郷
普
請
之
外
、
我
等
へ
不
申
聞
、
私
二
夫
丸
差
出
間
敷
候
、
親
類
・
家
老
、
其
外
寺
社
方
§
不
叶
用
所
之
儀
於
有
之
者
、
在

江
戸
之
時
た
り
共
、
其
主
ふ
我
等
江
申
聞
せ
候
半
者
、
筈
可
遣
候
条
、
点
合
を
以
可
差
出
事

百

と
し
て
、
蔵
入
地
に
お
け
る
夫
役
労
働
を
軽
減
し
、
蔵
入
百
姓
の
農
業
経
営
に
留
意
し
た
。
点
役
・
郷
普
請
の
ほ
か
夫
丸
を
禁
止
し
た
の

(33) 

も
、
同
じ
趣
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
総
じ
て
光
茂
時
代
の
藩
政
の
特
色
は
、
蔵
方
支
配
に
か
か
わ
ら
ず
、
藩
政
の
万
般
に
わ
た
っ
て
、

請
役
家
老
の
管
理
体
制
が
強
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
政
務
運
営
の
中
枢
を
な
す
請
役
家
老
の
権
限
と
機
能
が
、

し、
っ

そ
う
強
力
か
つ
広
汎
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

(34) 

つ
い
で
元
禄
三
年
、
詳
細
な
「
蔵
入
掟
」
を
制
定
し
、
蔵
入
地
に
対
す
る
管
理
・
統
制
を
い
っ
そ
う
強
化
し
た
が
、

(35) 

「
鳥
ノ
子
御
帳
」
第
二
巻
の
「
定
」
（
蔵
入
方
）
を
再
確
認
し
た
も
の
で
あ
り
、
光
茂
晩
年
に
お
け
る
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
の
精
神
へ
の
復
帰
の

一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
条
に
「
公
私
万
事
調
候
儀
、
蔵
入
所
務
第
一
二
候
条
、
卒
ホ
之
支
配
不
可
然
候
、
大
抵
之
損
益
を

相
考
、
兼
而
役
者
配
可
入
念
事
」
と
し
、
蔵
入
所
務
を
藩
政
運
営
の
第
一
に
規
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
元
禄
三
年
の
「
蔵
入
掟
」
は
、
単
に
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
の
再
確
認
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
後
の
事
態
に
対
す
る
新
し
い
局
面

を
打
ち
出
し
て
い
る
。
耕
作
・
潮
土
井
の
支
障
と
な
る
新
据
（
新
田
開
発
）
の
許
可
制
（
第
二
四
条
）
、
直
臣
・
陪
臣
に
対
す
る
新
開
の
禁
止
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手
形
を
以
、
右
両
人
手
前
j
可
差
出
事

一
蔵
入
十
ニ
ヶ
月
惣
仕
廻
定
之
儀
、
毎
年
秋
始
、
其
方
井
勝
屋
新
右
衛
門
・
石
田
一
一
一
郎
兵
衛
相
談
を
以
、
凡
目
録
相
調
、
請
役
家
老
江

見
せ
可
申
支
、
右
定
之
外
、
臨
時
井
入
越
遣
方
者
、
時
々
二
請
役
家
老
前
二
而
相
究
候
上
、
請
役
家
老
手
形
を
以
可
差
出
候
、
自
然

（
神
代
直
長
）

我
等
留
主
之
刻
、
俄
二
銀
米
入
用
之
儀
候
而
、
関
千
左
衛
門
・
石
井
吉
右
衛
門
手
前
J
差
出
候
半
而
不
叶
刻
者
、
左
京
・
請
役
家
老

と
あ
り
、
蔵
入
―
ニ
カ
月
の
年
間
予
算
の
編
成
は
、
毎
年
秋
は
じ
め
に
、
嬉
野
十
左
衛
門
．
勝
屋
新
右
衛
門
・
石
田
一
二
郎
兵
衛
の
三
人
に

相
談
せ
し
め
て
目
録
を
作
成
さ
せ
、
請
役
家
老
に
監
査
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
臨
時
・
超
過
支
出
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
々
請
役
家
老
と

検
討
せ
し
め
、
請
役
家
老
の
手
形
を
も
っ
て
執
行
せ
し
め
た
。
ま
た
藩
主
の
留
守
時
、
緊
急
に
銀
・
米
支
出
が
必
要
な
と
き
は
、
神
代
直

長
お
よ
び
請
役
家
老
の
手
形
を
も
っ
て
、
関
千
左
衛
門
・
石
井
吉
右
衛
門
よ
り
執
行
せ
し
め
た
。

(39) 

こ
う
し
た
蔵
入
算
用
に
お
け
る
年
間
予
算
の
編
成
と
臨
時
支
出
に
対
す
る
措
置
は
、
す
で
に
寛
永
十
二
年
に
確
立
し
、
「
鳥
ノ
子
御
帳
」

(40) 

に
お
い
て
整
備
さ
れ
た
が
、
光
茂
時
代
の
特
色
は
、
予
算
編
成
お
よ
び
執
行
に
つ
い
て
請
役
家
老
の
権
限
が
強
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態 (38) 

同
年
制
定
さ
れ
た
「
蔵
入
方
付
而
申
渡
条
々
」
の
第
五
条
に
よ
れ
ば
、

る。 （
第
二
五
条
）
、
直
臣
の
知
行
成
（
免
の
引
上
）
の
禁
止
（
第
二
六
条
）
、
蔵
入
地
に
お
け
る
大
庄
屋
・
小
庄
屋
の
交
替
制
の
導
入
お
よ
び
頭
百

(36) 

姓
か
ら
の
小
庄
屋
の
選
出
（
第
二
八
条
）
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
元
禄
期
に
お
け
る
蔵
入
地
対
策
は
、
新
田
開
発
か
ら
村
役
人

の
選
出
に
お
よ
び
、
そ
の
管
理
体
制
は
い
っ
そ
う
詳
細
か
つ
緻
密
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
の
政
策
基
調
は
、
蔵
入
所
務
を
第
一
と

す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
蔵
入
百
性
の
農
業
経
営
の
安
定
確
保
と
再
生
産
維
持
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
蔵
入
地
に
対
す
る
管
理
体
制
の
強
化
は
、
当
然
蔵
入
算
用
に
つ
い
て
の
詳
細
な
運
営
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
寛
文
元
年
、
光

(37) 

茂
は
嬉
野
十
左
衛
門
に
蔵
入
支
配
を
命
ず
る
と
同
時
に
、
大
目
付
大
木
兵
部
と
相
談
せ
し
め
、
蔵
入
方
を
運
営
さ
せ
た
が
、
こ
こ
に
大
目

付
（
大
木
兵
部
）
ー
蔵
入
頭
人
（
嬉
野
十
左
衛
門
）
・
大
目
付
（
鍋
島
六
左
衛
門
）

11
山
方
奉
行
と
い
う
職
務
分
掌
・
行
政
系
統
が
整
序
化
す
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佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

こ
れ
ま
た
請
役
家
老
の
管
理
体
制
強
化
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
関
千
左
衛
門
・
石
井
吉
右
衛
門
と
も
、

よ
り
蔵
方
に
あ
っ
て
、
予
算
執
行
を
担
当
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
緊
急
時
の
予
算
執
行
は
神
代
直
長
が
請
役
家
老
と
と
も
に
担
当
し
た
こ

と
は
注
目
さ
れ
る
。
(41) 

さ
ら
に
「
申
渡
条
々
」
の
第
六
条
に
よ
れ
ば
、

一
其
年
之
蔵
入
物
成
都
合
之
目
録
相
メ
候
刻
、
右
十
ニ
ヶ
月
惣
仕
廻
之
積
二
引
合
せ
、
余
米
有
之
分
者
、
関
千
左
衛
門
・
石
井
吉
右
衛

門
手
前
二
渡
置
、
年
中
臨
時
井
不
斗
入
越
等
有
之
節
者
、
我
等
切
手
を
以
可
差
出
事

―
ニ
カ
月
の
年
間
予
算
と
と
も
に
、
「
余
米
」
を
も
っ
て
予
備
費
を
計
上
し
、

執
行
せ
し
め
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
次
の
第
一
六
条
の
規
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

蔵
入
算
用
に
お
い
て
、

小
物
成

し
か
る
に
、

臨
時
支
出
や
不
時
の
超
過
支
出
を
、

一
蔵
入
物
成
代
銀
之
外
二
、
色
々
ガ
少
充
集
候
金
銀
・
米
銭
之
間
於
有
之
者
、
掛
硯
役
之
者
江
可
相
渡
事

「
小
物
成
方
定
」
を
制
定
し
た
所
以
は
、
先
述
し
た
蔵
入
地
管
理
体
制
強
化
の
一
環
を
な
す
と
同
時
に
、

と
あ
り
、

そ
こ
か
ら

「
鳥
ノ
子
御
帳
」
制
定
時

と
あ
り
、
蔵
入
地
か
ら
の
物
成
・
代
銀
の
ほ
か
、
各
方
面
か
ら
集
め
た
金
銀
・
米
銭
を
掛
硯
役
に
渡
し
保
管
し
た
こ
と
で
あ
る
。
掛
硯
と

は
、
元
来
重
ね
硯
箱
を
意
味
し
、
藩
主
の
内
絡
ま
た
は
手
文
庫
を
指
し
た
。
掟
書
そ
の
他
を
納
め
、
参
勤
交
代
に
も
携
帯
し
た
。
別
名
御

(42) 

秘
書
と
も
い
い
、
錦
袋
入
り
の
栃
の
木
箱
で
あ
る
。
転
じ
て
小
物
成
方
で
収
納
し
た
金
銀
・
米
銭
を
藩
主
の
掛
硯
に
収
め
た
と
こ
ろ
か
ら
、

(43) 

藩
主
の
機
密
費
と
な
り
、
後
期
・
幕
末
に
は
軍
事
費
の
主
た
る
財
源
と
な
っ
た
。
財
政
運
営
に
お
け
る
予
備
費
の
計
上
や
掛
硯
財
源
が
形

成
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
期
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
(44) 

こ
の
点
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
「
小
物
成
方
定
」
（
貞
享
二
年
）
の
制
定
で
あ
る
。
小
物
成
算
用
究
め
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
寛
永

(45) 

十
二
年
に
規
定
が
あ
っ
た
が
、
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
に
お
い
て
も
、
法
と
し
て
の
ま
と
ま
っ
た
規
定
は
な
か
っ
た
。

が
財
源
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
ち
、
小
物
成
算
用
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
第
ニ
・
三
条
に
、

一
小
物
成
方
上
納
銀
、
毎
年
極
月
廿
日
限
相
定
候
条
、
諸
役
者
従
手
前
、
毎
年
右
日
限
二
帳
目
安
井
成
目
録
、
蔵
納
可
仕
事

こ
の
期
に
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と
あ
り
、
小
物
成
方
の
上
納
銀
の
期
限
を
毎
年
十
二
月
二
十
日
に
決
定
す
る
と
と
も
に
、
月
々
収
納
す
る
金
銀
・
米
銭
は
、
六
月
・
十
二

月
の
二
回
に
わ
た
っ
て
藩
庫
に
収
め
た
。
ま
た
小
物
成
算
用
に
つ
い
て
は
、
第
九
条
に
、

一
小
物
成
蔵
方
惣
仕
廻
目
録
、
前
年
之
勘
定
、
翌
年
六
月
限
二
入
方
井
出
方
之
目
安
可
差
出
候
、
我
等
見
聞
之
印
可
差
出
候
条
、

此
目

と
あ
り
、
小
物
成
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
前
年
の
勘
定
を
、
翌
年
の
六
月
に
至
っ
て
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
重
要
な
こ
と
は
、

小
物
成
の
収
支
に
つ
い
て
は
藩
主
み
ず
か
ら
見
聞
の
印
を
捺
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、
蔵
入
算
用
（
本
年
貢
）
に
お
け
る
予
算
の
編

成
・
執
行
が
、
請
役
家
老
の
監
督
と
責
任
に
お
い
て
運
営
さ
れ
た
事
態
と
相
違
す
る
。
小
物
成
算
用
に
つ
い
て
の
藩
主
の
直
接
監
査
は
、

小
物
成
に
つ
い
て
の
藩
主
の
掌
握
を
意
味
し
、
そ
こ
か
ら
掛
硯
財
源
が
形
成
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

(46) 

さ
ら
に
「
小
物
成
方
定
」
の
第
一
八
．
―
二
条
に
お
い
て
、

一
山
方
・
野
方
・
設
方
江
新
開
仕
、
在
所
於
有
之
ハ
、
蔵
入
頭
人
江
申
談
、
開
立
可
申
候
、

一
山
方
・
野
方
二
相
付
候
田
晶
、
蔵
入
二
交
紛
敷
所
ハ
、
蔵
入
頭
人
江
申
談
、
新
小
物
成
二
相
加
、
入
交
不
申
様
、
筋
々
江
可
申
付
事

と
し
、
山
方
・
野
方
・
殴
野
方
の
開
発
地
に
対
す
る
物
成
米
は
、
新
小
物
成
に
加
え
る
と
と
も
に
、
山
方
・
野
方
に
付
属
し
て
い
る
田
晶

で
、
蔵
人
地
と
錯
綜
し
紛
敷
し
き
所
は
、
新
小
物
成
に
加
え
る
な
ど
、
新
小
物
成
の
源
財
確
保
に
努
力
の
あ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
光
茂
治
下
の
藩
政
の
特
色
は
、
蔵
入
所
務
を
第
一
と
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
勝
茂
の
晩
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
蔵
入
地
の

(47) 

集
中
・
増
加
策
を
推
進
す
る
一
方
、
そ
こ
で
の
管
理
体
制
を
強
化
し
、
蔵
入
百
姓
の
農
業
経
営
の
安
定
確
保
と
再
生
産
維
持
に
つ
と
め
る

と
と
も
に
、
蔵
入
算
用
に
お
け
る
請
役
家
老
の
監
督
と
権
限
を
強
化
し
、
予
備
費
や
掛
硯
を
設
け
て
、
小
物
成
算
用
を
採
用
し
、
新
小
物

成
の
財
源
確
保
に
努
力
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
支
配
機
構
幣
備
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、

佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

相
加
候
、
少
分
之
開
所
井
銀
目
有
之
在
所
ハ
、
小
物
成
蔵
江
可
相
納
事

安
を
以
、
次
年
之
勘
定
可
引
合
事

一
金
銀
・
米
銭
、
月
々
二
取
納
有
之
役
者
ハ
、
六
月
一
切
、
師
走
一
切
、

物
成
米
相
懸
リ
候
ハ
、
‘

一
ケ
年
ニ
―
一
度
二
蔵
納
仕
候
様
可
申
付
事

新
小
物
成
二
可
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佐
賀
藩
中
期
に
お
け
る
権
力
構
造
と
政
治
形
態

そ
れ
に
対
応
し
て
、
光
茂
時
代
に
お
け
る
地
方
支
配
機
構
は
、
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
か
、
次
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
そ
れ
は

当
然
江
戸
・
大
阪
に
お
け
る
仕
組
の
改
正
・
整
備
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
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